
燈
ろ
う
に
思
い
を
託
す

大
淵
献
燈
祭
（
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
）
が
８

月
14
日
㈰
、
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
和
紙
で
作
っ
た
高
さ
１・８
㍍
の
燈
籠
の
中
に
火
を
と
も
し
、
熱

気
球
の
要
領
で
地
上
30
～
50
㍍
の
高
さ
ま
で
ワ
イ
ヤ
ー
等
で
浮
か
べ
る

も
の
で
、
今
年
で
3
回
目
と
な
り
ま
す
。

夕
暮
れ
の
中
、
ふ
る
さ
と
大
淵
の
先
達
へ
の
感
謝
の
思
い
や
故
人
の
名
を

記
し
た
燈
籠
が
静
か
に
空
に
昇
り
始
め
る
と
、
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

【今月の主な内容】
八女のまつりあかりの祭典
「八女福島の燈籠人形」公演／9月のイベント
臨時福祉給付金等の申請受付が9月5日から始まります
地域づくり提案事業10件を採択しました

2~３
4～5
6
9

92016(平成28年)
No.1099

広報
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鮎のつかみ
取り

９月/
10日㈯・
17日㈯・
18日㈰

八
女
の
ま
つ
り

あ
か
り
の
祭
典

八
女
の
誇
る
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
提
灯
の
あ
か
り
。
和
紙
を

使
っ
た
あ
か
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト
の
あ
か
り
。
そ
し
て
矢
部
川
の

夜
空
を
彩
る
花
火
の
あ
か
り
。
今
年
も
八
女
の
様
々
な
あ
か

り
を
テ
ー
マ
と
し
た
祭
典
を
９
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯
・
18
日

㈰
の
３
日
間
、
開
催
し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
・
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、
祭
り
直

前
の
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
の
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
八
女
市
商
工
観
光
課
☎
２
３・１
１
９
２
）

交
通
規
制・

駐
車
場
配
置
図

P
駐
車
場（
17
時
～
22
時
）

※
22
時
に
施
錠
し
ま
す
。

①
総
合
体
育
館
＝
３
０
０
台

②
南
中
学
校
＝
２
５
０
台

③
家
畜
市
場
＝
１
50
台

④
Ｊ
Ａ
立
花
地
区
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
中
央
選
果
場 

＝
１
8
０
台

◦
駐
車
場
お
よ
び
そ
の
周
辺
道

路
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
か

自
転
車
な
ど
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
な
お
、
駐
車
場
以
外
の
駐

車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◦
夜
道
は
暗
い
の
で
、
懐
中
電

灯
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

◦
車
両
通
行
止
め
区
間
は
、
自

転
車
は
押
し
て
歩
き
ま
し
ょ

う
。

車両通行止め区間
（19時～21時30分）
立入禁止区域

（8時～ 24時）
通行禁止区間

（19時～21時30分）

納楚旧国道442号

※家畜市場駐車場は交通規制
が解除される21時30分まで出
られません。

◦日時＝９月17日㈯
▽１回目＝13 時～
▽２回目＝14 時～
▽３回目＝15 時～
◦参加費＝１回 200 円

（１人１回まで。先着順
の受付となります）
◦場所＝八女伝統工芸
館イベント会場内
◦対象＝小学生以下
※つかみ取りした鮎はそ
の場で塩焼きした鮎と交
換をします。
※生きたままの鮎は持ち
帰ることはできません。

◦
日
時
＝
９
月
10
日
㈯

※
雨
天
時
は
９
月
11
日
㈰
に
順

延◦
場
所
＝
宮
野
公
園
周
辺
（
べ
ん

が
ら
村
横
）

◦
内
容
＝
矢
部
川
に
映
る
２
千

発
の
花
火
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
八
女
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

《
17
時
～
》
露
店
の
販
売

《
19
時
55
分
～
》
市
長
あ
い
さ
つ
、

点
火
宣
言

《
20
時
～
》
花
火
大
会
（
約
30
分
）

◦
主
催
＝
八
女
の
ま
つ
り
花
火
部

会◦
交
通
規
制
時
間
＝
９
月
10
日
㈯

19
時
～
21
時
30
分

◦
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光

案
内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

光
と
音
楽
の
花
火
大
会

9/10
㈯

9/17
㈯

今
年
も
、“
灯
あ
か
り

＂
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
八
女
の
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
光
と
音
楽
の
花
火
大
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

Ｐ
JA立花地区センター
　および中央選果場
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《
内
容
》
八
女
提
灯
と
八
女
手
す
き
和

紙
、
そ
し
て
灯
り
を
用
い
た
ま
つ
り
で

す
。
八
女
市
内
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が

絵
や
文
字
を
自
由
に
描
い
た
提
灯
を

八
女
伝
統
工
芸
館
横
の
藤
棚
に
飾
り
、

夜
に
は
灯
を
と
も
し
ま
す
。

《
主
催
》
八
女
商
工
会
議
所
青
年
部

《
内
容
》
八
女
の
伝
統
工
芸
品
や
農
産

物
の
販
売
、
食
事
の
提
供
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
大
人
気
の
「
動
物

戦
隊
ジ
ュ
ウ
オ
ウ
ジ
ャ
ー
」
が
や
っ
て

き
ま
す
。
八
女
福
島
仏
壇
の
製
作
実

演
、
手
す
き
和
紙
教
室
、
生
花
展
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
17
日
㈯
に
は
「
八

女
地
区
消
防
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
」
も

伝
統
工
芸
館
西
側
駐
車
場
で
同
時
開

催
し
ま
す
。

《
主
催
》
八
女
の
ま
つ
り
出
店
部
会

《
内
容
》
和
紙
に
参
加
者
が
思
い
思
い

の
絵
を
描
い
て
作
っ
た
「
あ
か
り
絵
」

が
、
ほ
の
か
に
周
り
を
照
ら
し
夜
を

美
し
く
彩
り
ま
す
。

《
主
催
》（
一
社
）
八
女
青
年
会
議
所

提
灯
ま
つ
り

八
女
ん
も
ん
まつ
り

あ
か
り
絵
コン
テ
ス
ト

◦
９
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
10
時
30
分
～

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
と
そ
の
周
辺

◦
９
月
17
日
㈯ 

19
時

◦
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
９
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
横
藤
棚
な
ど

あ
か
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

八女のまつり あかりの祭典会場

9/17㈯・
18㈰

17
日
㈯
・
18
日
㈰
に
は
、
八
女
伝
統
工
芸
館
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
、

提
灯
ま
つ
り
、あ
か
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト
、様
々
な
出
店
、ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

等
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

９月17日㈯、八女伝統工芸館におい
て八女地区消防フェスタ２０１６を開
催します。当日は、管内の幼年・少
年消防クラブを対象に実施した防
火ポスターコンクールの表彰式や
梯子車乗車体験、レスキュー体験
、防火衣着装体験、初期消火体験
、救急講習など様々な消防体験が
目白押しです。家族や友達と一緒
に楽しい時間を過ごしてみません
か？みなさんのご来場を心よりお
待ちしています。
⃝日時＝9月17日㈯13時～17時
⃝場所＝八女の祭り特設ステージ
、伝統工芸館西側駐車場
⃝問い合わせ＝八女消防本部
（☎24・0119）

八女地区消防フェスタ
2016を開催します！

9/17
㈯
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「
八
女
福
島
の

燈
籠
人
形
」公
演

町
屋
ま
つ
り

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

日本いけばな芸術協会 名誉教授
大和花道 平島静容（一子）

◦期間＝9月23日㈮～25日㈰
◦時間＝10時～21時
　※入場無料
◦会場＝横町町家交流館
◦問い合わせ＝平島さん
（☎23・0679）

創作いけばな展

⃝

会
場
＝
八
女
福
島
の
町
並
み

⃝

期
間
＝
９
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰

⃝

内
容
＝

【
24
日
㈯
】　

▽
八
女
の
水
車
の
紹
介
と
手
作
り

線
香
体
験 

11
時
～
15
時
（
堺
屋
）

▽
大
茶
会 

八
女
学
院
高
校
茶
道

部
13
時
～
16
時
（
正
福
寺
）

▽
筑
前
琵
琶
演
奏 

13
時
30
分
～

16
時
30
分
（
こ
の
み
園
ギ
ャ
ラ

リ
ー
）

▽
子
供
和
太
鼓 

14
時
～
16
時
30
分

【
25
日
㈰
】　

▽
大
茶
会　
福
島
高
等
学
校
茶
道

部 

13
時
～
16
時
（
正
福
寺
）

▽
心
は
一
本
５ｍ
の
巻
き
寿
司 

①

11
時
～
②
11
時
30
分
～
（
堺
屋
）

▽
和
太
鼓
の
競
演
（
昼
）
14
時
～

（
夜
）
19
時
40
分
～

▽
抹
茶
席 

13
時
～
16
時
（
こ
の
み

園
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

【
24
日
㈯
～
25
日
㈰
】　

▽
提
灯
絵
描
き
体
験 

10
時
～
16

時
（
伊
藤
勘
助
商
店
）

【
23
日
㈮
～
25
日
㈰
】　　
　

▽
人
力
車
町
並
み
散
策

▽
伝
統
工
芸
職
人
技
実
演
・
体
験

（
久
留
米
絣
・
木
工
）
10
時
～
20

時
（
横
町
町
家
交
流
館
）

▽
和
蝋
燭
職
人
制
作
実
演
と
櫨
の

魅
力
い
ろ
い
ろ 

11
時
～
17
時

※
25
日
は
16
時
ま
で（
ギ
ャ
ラ
リ
ー

房
屋
）

▽
癒
し
の
あ
か
り
・
竹
ラ
ン
プ
展

示 

10 

時
～
17
時
（
堺
屋
）

▽
マ
イ
塗
り
箸
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
10 

時
～
16
時（
緒
方
仏
壇
本
店
）

【
９
月
6
日
㈫
～
30
日
㈮
】　

▽
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
展
（
横

町
町
家
交
流
館
）

⃝

主
催
＝
「
町
屋
ま
つ
り
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
江
口
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
２
５
０
７
・
６
９
０
１
）

会    場　　福島八幡宮境内
公演日時

　口開け公演　９月22日㈷20：00 ～
　本公演　９月23日㈮・24日㈯・25日㈰
　　　　　　　　　①１３：３０～
　　　　　　　　　②１５：００～
　　　　　　　　　③１６：３０～
　　　　　　　　　④１９：００～
　　　　　　　　　⑤２０：３０～
　　　※１回の公演時間は約３０分
主催　八女福島の燈籠人形保存会

問い合わせ　文化振興課（☎２４・８１６３）

９
月
23
日
㈮
・
24
日
㈯
・
25
日
㈰

《
も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ
》

　

弁
財
天
を
厚
く
信
仰
す
る
大
名
一

行
が
従
者
を
引
き
つ
れ
、
筑
前
・
名

島
神
社
に
詣
で
ま
し
た
。
筑
紫
の
潟

は
、
や
わ
ら
か
な
春
風
が
差
し
込
み
、

帆
を
あ
げ
た
小
舟
は
の
ど
か
に
行
き

交
い
、
そ
の
帆
影
は
春
の
波
間
に
漂
っ

て
い
ま
す
。
筑
紫
の
国
は
春
た
け
な
わ

で
す
。
門
前
の
茶
店
で
盃
を
傾
け
て
い

た
大
名
一
行
は
、
春
の
情
景
に
酔
い
し

れ
思
わ
ず
盃
が
進
み
、
い
つ
の
ま
に
か

ま
ど
ろ
む
の
で
し
た
…
。

（
夢
の
中
…
、）

　

衣
を
ま
と
っ
た
舞
姫
姿
の
弁
財
天

が
側
近
で
あ
る
十
五
童
子
の
ひ
と
り
金

財
童
子
を
連
れ
だ
ち
現
れ
ま
す
。
愛

宕
の
宮
、
筥
崎
八
幡
、
あ
る
い
は
千
代

松
原
…
。
最
後
に
名
島
の
社
に
舞
い

降
り
て
周
囲
に
桜
吹
雪
が
舞
い
散
る

な
か
、
弁
財
天
と
金
財
童
子
は
、
心

ゆ
く
ま
で
社
前
で
舞
い
遊
び
ま
し
た
。

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
は
、
延
享
元
年
（
１
７
４
４
）
の
放
生
会
に
人
形
の
燈
籠
が

奉
納
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
明
和
９
年
（
１
７
７
２
）

に
初
め
て
人
形
が
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
舞
台
の
左
右
の
楽
屋
か
ら
繰
り
出
す

９
本
の
長
い
棒
で
人
形
を
操
作
し
て
い
ま
す
。
戦
前
ま
で
は
氏
子
11
町
内
の
当
番
制

で
奉
納
上
演
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
福
島
校
区
23
町
内
で
保
存
会
を
結
成
し
受

け
継
い
で
い
ま
す
。
昭
和
52
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「春
は る げ し き

景色筑
つ く し が た

紫潟名
な じ ま も う で

島詣」
今年の芸題

春
景
色
筑
紫
潟
名
島
詣

９月／
23㈮・24㈯・

25日㈰

※駐車場は、市役所、清水町駐車場、八女伝統工芸
館をご利用ください。
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黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
と
棚
田
を
縁
取
る

赤
い
彼
岸
花
の
美
し
さ
に
、あ
な
た
も
き
っ

と
魅
せ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

期
間
中
は
、
地
元
グ
ル
ー
プ
「
子
鹿
の

里
」
に
よ
る
だ
ご
汁
定
食
や
農
産
物
販
売

も
あ
り
ま
す
。
22
日
㈷
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。（
※
雨
天
時
は
24

日
㈯
に
順
延
）

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

期
日
＝
９
月
17
日
㈯・18
日
㈰・19
日
㈷・

22
日
㈷
の
4
日
間

⃝

会
場
＝
星
野
村
鹿
里
棚
田

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
鹿
里
ふ
る
さ
と
会 
樋
口

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
４
３
４
６
・
２
５
６
０
）

鹿ろ

く

り里 

棚
田

彼
岸
花
ま
つ
り

風
流
・
は
ん
や
舞

五ご
じ
ょ
う
け

條
家 

御み
は
た
ま
つ
り

旗
祭

五
穀
豊
穣
、
国
家
安
全
、
晴
雨
祈

願
の
た
め
、
池
の
山
の
麻
生
神
社
に

奉
納
さ
れ
る
伝
統
芸
能
「
風
流
・
は

ん
や
舞
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
福
岡

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）。

◦
日
時
＝
９
月
18
日
㈰
10
時
開
演

◦
場
所
＝
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
（
池

の
山
）
屋
外
ス
テ
ー
ジ　

※
雨
天
時

は
「
そ
よ
か
ぜ
」
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
関
連
事
業
＝
星
野
小
学
校
児
童
に

よ
る
星
野
太
鼓
の
演
奏（
公
演
終
了
後
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

　

南
朝
の
親
政
を
目
指
し
、
征
西
将

軍
懐
良
・
良
成
両
親
王
に
従
い
、
現

在
も
大
杣
に
眠
ら
れ
る
良
成
親
王
の

御
陵
墓
を
守
る
五
條
頼
元
卿
一
族
ら

の
遺
徳
を
し
の
ぶ
「
五
條
家
御
旗
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
門
外
不
出

の
五
條
家
に
伝
わ
る
国
指
定
重
要
文

化
財「
金
烏
の
御
旗
」「
五
条
家
文
書
」

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
22
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
五
條
邸
（
黒
木
町
旧
大
淵

小
学
校
前
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
五
條
家
宝
物
顕
彰

会
長
月
足
さ
ん（
☎
４
５・０
１
４
０
）

９月のイベント

雛
の
里
八
女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

十
二
単
衣
と
束
帯
姿
で
新
し
い
門
出
を

結
婚
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
十
二
単
衣
と
束

帯
姿
で
新
し
い
門
出
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

期
日
＝
平
成
29
年
２
月
19
日
㈰
、
２
月
26
日
㈰

※
各
１
組
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝

会
場
＝
福
島
八
幡
宮
（
宮
野
町
）

⃝

費
用
＝
負
担
金
３
万
円

⃝

申
込
締
切
＝
10
月
7
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ま
つ
り
事
務
局

（
商
工
観
光
課
）
☎
２
３
・
１
１
９
２

来年2月12日㈰から3月12日㈰までの間、八女地方独
自の「箱びな」を中心に、福島の町並みや商店街など
約100か所に雛人形を展示。期間中、さまざまなイベ
ントを開催し、まちは雛の里一色に染まります。

今年2月の結婚式の様子

募集
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※両方の給付対象者に該当する人は、２つの給付金を受給できます。
※受給できる可能性がある人（世帯）には、９月２日以降順次申請書を郵送する予定です。
配達の状況等により、申請書が届くまでに数日かかる場合がありますので、ご了承ください。
※申請をされても審査の結果、対象外となる場合があります。

【申請方法】「平成 28 年度臨時福祉給付金」および「障害・遺族年金受給者向け給付金」を受け取るには申請が必要です。
対象になる可能性がある人（世帯）には、９月２日以降順次申請書を郵送する予定です。該当される人は、原則として郵送
による申請をお願いします。※詳しくは、申請書同封チラシや八女市ホームページをご覧ください。

【申請期間】　９月５日㈪～ 12 月 31日㈯　※消印有効
【申請先】　八女市臨時給付金担当☎２４・８０９１／２４・８０９２
※郵便での提出が困難な場合、次の窓口で受け付けます。

給付金の名称 給付対象者 給付額

平成 28 年度
臨時福祉給付金

　次の①②の要件をどちらも満たす人です。
① 平成 28 年 1月1日時点で八女市に住民票がある人
② 平成 28 年度分の市町村民税（均等割）が課税されていない人
※「課税されている人に扶養（事業専従者を含む）されている人」や、「生活保護の
受給者」などは除きます。※「高齢者向け給付金を受給した人」も受給できます。

１人につき
3,000 円

障害・遺族年金
受給者向け給付金

平成 28 年度臨時福祉給付金の給付対象者のうち、障害基礎年金または遺族基礎年
金を受給している人
※「高齢者向け給付金を受給した人」は受給できません。

１人につき
30,000 円

平成 26 年４月からの消費税率の引き上げによる影響に配慮し、臨時的・暫定的な措置として、
所得の少ない人に「臨時福祉給付金」が平成 27 年度に引き続き給付されるほか、一億総活
躍社会の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない年金受給者を支援するた
め「障害・遺族年金受給者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」を給付します。

「平成28年度臨時福祉給付金」および「障害・遺族年金受給
者向け給付金」の申請受付が９月５日㈪から始まります。

　配偶者からの暴力を理由に八女市に避難している人で、
事情により平成 28 年１月１日時点で八女市に住民票がない
人でも、八女市で給付金を受け取れる場合があります。た
だし、事前の申出が必要です。該当される人は、男女共同
参画・生涯学習課にご相談ください。
男女共同参画・生涯学習課　（☎２３・１３１４）

◆市・県・国などが ATM( 銀行・コンビニなどの現金
自動預け払い機 ) の操作をお願いすることは絶対にあ
りません。◆ ATM を自分で操作して、他人からお金
を振り込んでもらうことは絶対にありません。◆「平成
28 年度臨時福祉給付金」および「障害・遺族年金受
給者向け給付金」のために手数料などの振込を求める
ことは絶対にありません。◆ご自宅や職場などに市・県・
国などをかたった不審な電話がかかってきたり、不審
な郵便が届いたりしたら、迷わず八女市臨時給付金担
当や最寄りの警察署にご連絡ください。

庁　舎 受  付  窓  口 窓口受付期間 受付時間

本　庁 ２０７会議室（本庁　南庁舎２階）
「臨時給付金担当」窓口 9/5 ㈪～ 12/28 ㈬ 平日：9:00 ～ 17:15（土・日、祝日を除く）

※ただし、9 月中の水曜日は 9:00 ～ 19:00
各支所 市民生活福祉課窓口 9/5 ㈪～ 12/28 ㈬ 平日：9:00 ～ 17:15（土・日、祝日を除く）

平成28年度分の住民税が課税されましたか

生活保護を受けていますか

平成28年度分の住民税が課税されている
人に扶養されていますか

平成28年5月分の障害基
礎年金・遺族基礎年金等
を受給していますか

平成28年度臨時福祉給
付金（3千円）の支給対象
となる可能性があります

平成28年度臨時福祉給付金（3
千円）および障害・遺族年金受
給者向け給付金（3万円）の支
給対象となる可能性があります

高齢者向け給
付金（3万円）は
受給しましたか

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
障
害
・
遺
族

年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※当チャートはあくまで一般的な場合を想定しています。
基準日は平成 28 年 1月1日です。

給付対象者診断チャート
スタート

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐欺」にご注意ください !

配偶者からの暴力を理由に避難している人へ
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市
で
は
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
医
療
費
の
助
成
制
度
を
拡

充
し
、
小
学
生
の
通
院
に
係
る
医
療
費
に
つ
い
て
も
助
成
の

対
象
と
し
ま
す
。
小
学
生
の
人
に
は
９
月
末
ま
で
に
「
子
ど

も
医
療
証
」（
黄
緑
色
）を
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。10
月
以
降
、

医
療
機
関
等
に
通
院
お
よ
び
入
院
す
る
際
に
は
、
健
康
保
険

証
と
「
子
ど
も
医
療
証
」
を
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
ま
た
は
重
度
障
害
者
医
療
証
を
お

持
ち
の
人
に
も
、『
子
ど
も
医
療
証
』
を
郵
送
し
ま
す
。
取
り

扱
い
等
に
つ
い
て
は
、医
療
証
更
新
時
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

通
院
時
の
医
療
費
の
助
成
を

小
学
生
ま
で
に
拡
充
し
ま
す

◆保険の対象とならない薬の容器代や入院時の食事代・入院室料の差額代等
は、助成の対象外です。
◆学校管理下でのけがや病気の場合は、学校を通じて独立行政法人日本スポー
ツ振興センターの災害共済給付の申請となりますので、医療証は使用できません。
◦問い合わせ＝市民課公費医療係（☎２３・１１１７）

区分 対象者 平成 28 年 9 月30日まで 平成 28 年 10 月１日から

通　

院

小学校就
学前まで 自己負担なし

小学生 助成対象外 １か月1,200 円を限度に
自己負担あり（１医療機関ごと）

入　

院
中学 3 年
生まで

自己負担なし
※中学生（小学生は平成 28 年 9 月30日まで）については、
医療機関で医療費を一旦負担した後に、必要書類を添えて
市に申請をしてください。

平成28年
10月から

　
の
ふ
る
さ
と
公
園
平
和
の
広

場
で
８
月
６
日
㈯
、
八
女
市

平
和
祈
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
和
の
広
場
に
は
星
野
村
出
身

の
故
・
山
本
達
雄
さ
ん
が
原
爆
投
下

後
の
広
島
か
ら
持
ち
帰
っ
た
原
爆
の

火
が
絶
え
る
こ
と
な
く
燃
え
続
け
て

い
ま
す
。
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
８
時
15
分
に
合
わ
せ
て
参
列
者
は

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
恒
久
平
和

を
祈
念
し
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
三
田
村
市
長
は
、「
世
界
の
恒
久

平
和
は
全
人
類
の
共
通
の
願
い
で
あ

り
、
特
に
核
兵
器
に
よ
る
惨
禍
を
人

類
史
上
初
め
て
身
を
も
っ
て
体
験
し

た
我
が
国
は
再
び
悲
劇
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
意
志

を
持
ち
、
そ
れ
を
次
世
代
へ
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
井
一

實
広
島
市
長
か
ら
の
「
今
後
と
も
核

兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
に
向
け
、
共
に
力
を
尽
く
し
行

動
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
和
の
誓
い
で
は
、
星
野
小
６
年

今
村
日
々
歌
さ
ん
が
「
世
界
中
の

人
々
が
平
和
を
願
い
、
平
和
を
考
え

れ
ば
本
当
に
平
和
な
世
界
が
訪
れ

る
」、
星
野
中
３
年
樋
口
史
門
さ
ん

が
「
核
廃
絶
・
世
界
の
恒
久
平
和
を

訴
え
て
い
る
平
和
の
灯
を
守
り
、
伝

え
続
け
て
い
く
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
内
の
小

中
学
校
等
か
ら
折
り
鶴
が
献
呈
さ

れ
、参
列
者
全
員
で
献
花
し
ま
し
た
。

　
平
和
祈
念
式
典
終
了
後
、
八
女

市
星
野
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
そ
よ
か
ぜ
」
で
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
山
本
達

夫
さ
ん
の
13
回
忌
と
な
る
た
め
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

山
本
さ
ん
を
題
材
と
し
て
、
作
曲
家

の
安
藤
由
布
樹
さ
ん
が
１
９
９
１
年

に
作
詞
作
曲
し
た
カ
ン
タ
ー
タ
「
こ

の
灯
を
永
遠
に
」
全
10
曲
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
星
野
村
で
の
全
曲
披

露
は
２
０
０
１
年
以
来
15
年
ぶ
り

で
、
広
島
や
長
崎
、
関
東
か
ら
参
加

し
た
86
人
の
合
唱
団
に
よ
る
歌
声
に

約
３
０
０
人
の
聴
衆
が
聞
き
入
り
ま

し
た
。
ま
た
、
星
野
中
学
校
生
徒
と

の
合
同
合
唱
も
行
わ
れ
、
会
場
の
人

た
ち
は
改
め
て
平
和
へ
の
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。

世界の平和を「原爆の火」に誓う
星

「
こ
の
灯
を
永
遠
に
」の
歌
声
響
く

折鶴を献呈す子どもたち 原爆の火を前に市長あいさつ 星野小 今村日々歌さん 星野中 樋口史門さん
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八
女
と
奥
八
女
を
結
ぶ
幹
線
路
線

バ
ス
羽
矢
線
（
羽
犬
塚
～
矢
部
）・星

野
線
（
八
女
～
星
野
）も
、通
勤
・通

学
、通
院
、お
買
い
も
の
な
ど
、日
々
の

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
乗
り
物
と
し

て
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、そ
の
利
用
状
況
を
み
る

と
、こ
の
８
年
間
で
、羽
矢
線
は
、八
女

市
の
人
口
を
上
回
る
約
８
万
２
千
人
、

星
野
線
も
約
３
万
８
千
人
減
少
し
て

い
ま
す
。こ
の
ま
ま
減
少
が
続
く
と
便

数
を
減
ら
し
た
り
、路
線
を
短
く
し
た

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
が
な
く
な
れ
ば
、地
域

に
は
大
き
な
打
撃
に
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。地
域
の
元
気
の
た
め
に

も
、市
民
の
皆
さ
ま
の
バ
ス
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

路
線
バ
ス
に
乗
ろ
う
�

路
線
バ
ス
は
、
地
域
を
支
え
る

大
切
な
公
共
交
通
で
す

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助
事
業
の
ご
紹
介

　
市
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
「
八

女
市
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
八
女
市
に
お
住
ま
い
の
学
生

が
通
学
す
る
際
に
利
用
す
る
、
路

線
バ
ス
（
高
速
バ
ス
含
む
）
の
通

学
定
期
券
の
購
入
費
用
を
補
助

す
る
制
度
で
す
。

⃝

対
象
者
＝
八
女
市
に
お
住
ま
い

で
、
路
線
バ
ス
（
高
速
バ
ス
含
む
）

を
利
用
し
て
通
学
す
る
人

⃝

補
助
金
額
＝

①
購
入
金
額
の
２
割

②
購
入
金
額
か
ら
①
の
補
助
金

額
を
差
し
引
い
た
月
額
負
担
額
が

１
万
４
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、

超
え
た
額
も
併
せ
て
補
助

⃝

申
請
に
必
要
な
も
の
＝

①
八
女
市
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券

補
助
金
交
付
申
請
書

②
八
女
市
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券

補
助
金
交
付
請
求
書

③
有
効
期
間
が
満
了
し
た
通
学
定

期
券
の
コ
ピ
ー
（
表
と
裏
の
両
面

が
必
要
で
す
）

④
在
学
証
明
書
（
申
請
の
た
び
に

必
要
で
す
）

※
詳
し
く
は
八
女
市
公
式
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

⃝

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
ホ
ー
ム
→
暮

ら
し
・
手
続
き
→
交
通
→
八
女
市

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助
事
業

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所
地

域
振
興
課
（
☎
２
４・８
１
６
２
）

⃝

割
引
対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
人

で
、
有
効
期
限
が
あ
る
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人

⃝

手
続
き
の
流
れ
＝

①
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
最
寄
り

の
警
察
署
へ
行
き
、「
申
請
に
よ
る

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
を
発

行
し
て
も
ら
う

②
堀
川
バ
ス
に
通
知
書
を
持
参
し
、

「
運
転
免
許
証
返
納
者
割
引
証
」

を
受
け
取
る

③
運
賃
を
支
払
う
時
に
「
運
転
免

許
証
返
納
者
割
引
証
」
を
見
せ
る

と
運
賃
が
半
額
に
な
る

※
他
の
割
引
と
は
併
用
で
き
ま
せ

ん
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱

（
☎
２
３・６
１
２
８
）

　市では平成 28 年度から 29 年度に
かけて「八女市地域公共交通網形成
計画」を策定します。この計画は鉄
道のない本市にとって望ましい公共
交通網の姿を明らかにし、市民の快
適で安心・安全な暮らしを支える “ 持
続可能な地域公共交通体系 ” の構築
を目指す基本計画となるものです。
　１年目（平成 28 年度）は市民の利
用実態やニーズ把握調査を行なうこ
ととしていますので、市民の皆さま
のご協力をお願いいたします。

八女市地域公共交通網
形成計画を策定します

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

す
る
と
堀
川
バ
ス
の
運
賃

が
半
額
に
な
り
ま
す

年間輸送人員の推移

羽矢線

星野線
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▼採択団体一覧（申請受付順）

地
域
づ
く
り
提
案
事
業
は
、

地
域
再
生
・
活
性
化
の
た
め

の
新
た
な
取
り
組
み
を
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
等
の
地
域
団

体
か
ら
募
集
し
、
助
成
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。
今
年

度
の
第
一
次
募
集
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
提
案
が
あ

り
、
選
考
の
結
果
10
件
（
計

５
４
２
万
６
千
円
）
を
採
択
し

ま
し
た
。

採
択
団
体
は
、
さ
っ
そ
く
各

地
域
で
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課

地
域
づ
く
り
推
進
係

（
☎
２
３・１
２
２
４
）

団体名（代表者） 活動名称 事業概要
白木地区地域振興会議

（持丸源二郎）
みんなで守ろう。白木対
災マニュアル

消防団・自警団と自主防災会の連携のため、行政区での総合防災訓練や消防設
備点検、白木地区防災関係者会議を実施する。

川崎校区まちづくり協議会
（平島雅夫） かわさきよか祭 校区民が楽しく和気あいあいと参加できる地域交流の場として祭りを開催する。

地元の食材を使った料理を提供し、伝統産業・文化などを紹介する。

長峰校区まちづくり協議会
（橋爪政信）

長峰校区まちづくり協
議会地域振興計画策定

アンケート調査やワークショップを実施して校区の将来をみんなで考え、住みやす
いまち、活気あるまちづくりを目指した取り組み内容を地域振興計画としてまとめる。

忠見校区まちづくり協議会
（野上隆義）

忠見校区地域振興計画
策定

アンケート調査やワークショップを実施して校区の将来をみんなで考え、住みやす
いまち、活気あるまちづくりを目指した取り組み内容を地域振興計画としてまとめる。

白木地区地域振興会議
（持丸源二郎）

旧白木小学校山林公園
化事業（２期）

白木小学校に隣接する山林を公園化する。不要樹木の伐採や遊歩道の整備、紅
葉樹木の植栽、植栽樹木の周辺整備を行う。

夢かさはら自治運営協議会
（浅田秀敏）

お茶の里シェアハウス
「天空の屋敷」整備事業

空き家を改修してシェアハウスを整備し、農林業の短期的季節労働のニーズを取り
まとめて共有する施設として運営することで、地域と外部人材との交流を生み出す。

上陽地区まちづくり協議会
下横山支部

（久間一正）
上陽わらべの森公園づ
くり事業（第２期）

わらべの里研修センター東部の山林を整備し、自然体験を楽しむことができる公園
として再生する。完成後は様々なイベントを企画し、交流人口を増やし地域活性化
を目指す。

上妻校区まちづくり協議会
（江口秀幸）

上妻校区まちづくり協
議会地域振興計画策定

アンケート調査やワークショップを実施して校区の将来をみんなで考え、住みやす
いまち、活気あるまちづくりを目指した取り組み内容を地域振興計画としてまとめる。

星野１区がんばる振興会
（鹿田定二郎）

高齢者等利用避難所整
備事業

田の原農民休養センターを災害時の避難所として整備するため、給水栓を設置し、
車いすがスムーズに通行できるよう敷地をコンクリート舗装にする。

小野地域振興会
（石橋修一）

美しい里山景観づくり
事業

九州北部豪雨災害により田園風景が少なくなっているため、彼岸花やパンジーを植
栽し、訪れる人たちに景観を楽しんでもらうとともに都市との交流促進を図る。

平成28年度
地域づくり提案事業

10 件を採択
　　   しました

　
左
図
の
着
色
し
た
区
域
に
つ
い

て
、
下
水
道
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
地
元
行
政
区
で
の
説
明
会
に
出

席
で
き
な
い
人
、
そ
の
ほ
か
希
望
さ

れ
る
人
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
え
の
き
台
行
政
区
に
つ
い
て

は
、別
日
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
区
域
＝
左
図
参
照
（
室
岡
、
え
の

き
台
、
亀
甲
、
亀
甲
北
、
龍
ケ
原
、

蒲
原
の
着
色
範
囲
）

◦
日
時
＝
９
月
14
日
㈬
19
時
30
分
～

◦
会
場
＝
市
民
会
館
お
り
な
す
八
女

研
修
棟
第
３
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
　

下
水
道
工
務
係（ 

☎
２
３・１
６
７
０
）

下
水
道
総
務
係（ 

☎
２
３・１
１
４
８
）

下
水
道
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す



　

上
陽
町
に
お
住
ま
い
の
人
を
対

象
に(

旧)

八
女
の
よ
か
と
こ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
バ
ス
ツ
ア
ー
を

企
画
し
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
八
女

福
島
の
白
壁
の
町
並
み
と
伝
統
工

芸
に
触
れ
、
食
の
宝
庫
・
き
の
こ

の
ホ
ク
ト
や
明
治
九
州
工
場
を
見

学
し
ま
す
。
古
き
良
き
も
の
と
新

し
き
も
の
を
混
合
し
た
大
人
の
社

会
科
見
学
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
対
象
＝
上
陽
町
エ
リ
ア
に
お
住

ま
い
の
人

⃝

運
行
日
＝
10
月
12
日
㈬

⃝

集
合
時
間
・
場
所
＝
8
時
45

分
・
上
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

⃝

内
容
＝
▽
町
並
み
散
策
▽
㈱ 

明
治
九
州
工
場
▽
ホ
ク
ト
㈱ 

八

女
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
な
ど

⃝

参
加
料
＝
３
2
０
０
円（
昼
食
、

保
険
料
含
む
）

⃝

募
集
定
員
＝
先
着
20
人
※
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

⃝

帰
着
予
定
＝
16
時
30
分

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支
所

産
業
観
光
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

※
申
込
は
専
用
用
紙
に
よ
る
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
窓
口
に
て
申
し
込
み

と
な
り
ま
す
。

※
ツ
ア
ー
内
容
は
、
都
合
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

八
女
よ
か
と
こ

め
ぐ
り
バスツ
ア
ー

（
旧
八
女
エ
リ
ア
）

～
八
女
の
古
か
ら
の
時
間
旅
行
～

（
上
陽
町
エ
リ
ア
お
住
ま
い
の
人
対
象
）

参
加
者
募
集

　

八
女
市
で
は
、
市
内
で
新
規
創
業

を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
表

題
の
補
助
制
度
を
創
設
し
、
八
女
市

商
工
会
お
よ
び
八
女
商
工
会
議
所
と

連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補

助
制
度
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
商
工
観
光
課
商
工
振
興
・
企

業
誘
致
推
進
係
（
☎
２
３・１
５
９
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
補
助
制
度
を
活
用

さ
れ
る
場
合
は
、
左
記
の
創
業
塾
を

受
講
い
た
だ
く
こ
と
が
申
請
要
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
中
に

創
業
さ
れ
な
く
て
も
創
業
塾
を
事
前

に
受
講
い
た
だ
く
こ
と
で
、
次
年
度

の
創
業
時
期
に
関
し
て
選
択
肢
が
広

が
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
受
講
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

創
業
に
お
け
る
知
識
習
得
や
新
規

開
業
時
の
具
体
的
な
事
業
計
画
・
資

金
計
画
の
立
て
方
、
実
践
的
な
経
営

な
ど
、
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
開
催
す
る
短
期
集
中
型
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

⃝
開
催
日
＝
10
月
1
日
㈯
～
2
日
㈰

※
２
日
間
と
も
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
開
催
時
間
＝
10
月
1
日
㈯
10
時
～

17
時
、
2
日
㈰
９
時
30
分
～
17
時

⃝

場
所
＝
黒
木
支
所
第
３
会
議
室（
黒

木
町
今
１
３
１
４
‐
1
）

⃝

講
師
＝
中
小
企
業
診
断
士
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
、
八
女
市
、
八
女
商

工
会
議
所
、
八
女
市
商
工
会

⃝

受
講
料
＝
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

⃝

定
員
＝
20
人
程
度

⃝

対
象
者
＝
新
規
創
業
を
計
画
中
の

人
で
代
表
者
に
な
る
人
、
創
業
１
年

未
満
の
人
で
代
表
者
の
人
※
法
人
の

場
合
は
取
締
役
の
人

⃝

持
参
品
＝
筆
記
用
具
・
計
算
機
・

エ
ク
セ
ル
が
使
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

⃝

受
講
特
典

①
２
日
間
受
講
さ
れ
た
人
に
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。

②
２
日
間
受
講
さ
れ
た
人
で
市
が
定

め
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
新

規
創
業
補
助
金
等
の
申
請
資
格
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
八
女
商
工
会
議
所
、
八
女
市
商
工

会
に
よ
る
創
業
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⃝

申
込
・
受
講
問
い
合
わ
せ
＝

▽
八
女
商
工
会
議
所
（
☎
２
２
・
５

１
６
１
）▽
八
女
市
商
工
会（
☎
４
２・

０
１
５
３
）

八
女
創
業
塾
の
受
講
生
募
集
！

「八女市新規創業補助金」の申請や新規創業資金等の借り入れ予定の皆さまへ

新
た
な
補
助
制
度

を
活
用
く
だ
さ
い

　
旧
八
女
に
お
住
ま
い
の
人
を
対

象
に
矢
部
村
の
よ
か
と
こ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画

し
ま
し
た
。
矢
部
村
で
し
か
味
わ

え
な
い
お
い
し
い
料
理
は
も
ち
ろ

ん
地
元
の
知
る
人
ぞ
知
る
湧
き

水
ス
ポ
ッ
ト
も
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
水
筒
を
持
参
し
て
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

⃝

対
象
＝
旧
八
女
エ
リ
ア
に
お
住

ま
い
の
人

⃝

運
行
日
＝
10
月
13
日
㈭

⃝

集
合
時
間
・
場
所
＝
8
時
45

分
・
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

⃝

内
容
＝
▽
日
向
神
峡
ハ
ー
ト
岩

見
学
▽
杣
人
の
家
（
昼
食
）

▽
湧
き
水
散
策
な
ど

⃝
参
加
料
＝
３
0
０
０
円（
昼
食
、

土
産
代
、
保
険
料
含
む
）

⃝

募
集
定
員
＝
先
着
20
人
※
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

⃝
帰
着
予
定
＝
16
時
30
分

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に

観
光
案
内
所
・
商
工
観
光
課
観
光

振
興
係
（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

※
申
込
は
専
用
用
紙
に
よ
る
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
窓
口
に
て
申
し
込
み

と
な
り
ま
す
。

※
ツ
ア
ー
内
容
は
、
都
合
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

八
女
よ
か
と
こ

め
ぐ
り
バスツ
ア
ー

（
矢
部
エ
リ
ア
）

～
湧
き
水
と
山
の
恵
み
を
堪
能
～

（
旧
八
女
市
エ
リ
ア
お
住
ま
い
の
人
対
象
）

参
加
者
募
集
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   1

平成29 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」
は
、
２
７
０
年
以
上

の
歴
史
を
誇
る
民
俗
芸
能
で
、
昭
和
52
年
、
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
八
幡
宮
（
通
称
福
島
八
幡
宮
）
の
放
生

会
大
祭
に
、
氏
子
町
が
輪
番
で
奉
納
公
演
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
保
存
会
に
よ
り
公
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
９
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰
の
３
日
間
、
１
日

５
回
公
演
さ
れ
ま
す
。
交
流
館
で
は
こ
の
時
期
に
合

わ
せ
、「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
展
」を
開
催
し
ま
す
。

囃
子
方
が
使
っ
て
い
た
「
浄
瑠
璃
本
」、
実
物
大
の

動
か
す
こ
と
の
で
き
る
「
人
形
」「
人
形
の
遣
い
手
達

の
法
被
」「
囃
子
の
道
具
」
な
ど
の
あ
れ
こ
れ
を
展

示
し
ま
す
。
期
間
は
９
月
30
日
㈮
ま
で
で
す
。
御
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

期
間
＝
９
月
６
日
㈫
～
９
月
30
日
㈮

⃝

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

　（
八
女
市
本
町
94
番
地
）
☎
２
３
・
４
３
１
１

八
女
福
島
の

   

燈
籠
人
形
展

9月の
横町町家
交流館の
催し

　

７
月
15
日
付
で
八
女
市
代
表
監
査

委
員
に
倉
員
恒
雄
さ
ん
（
上
陽
町
北

川
内
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
倉
員

さ
ん
は
、
平
成
20
年
か
ら
２
期
８
年

間
代
表
監
査
委
員
を
務
め
ら
れ
、
今

回
が
３
期
目
と
な
り
ま
す
。
公
正
で

効
率
的
な
行
政
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
引
き
続
き
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◦
岡
山
小
学
校
へ

大
石
歯
科
医
院 

大
石
昌
弘（
室
岡
）

＝
図
書
券

八や

女め

の
名め

い

宝ほ
う

特
別
展

９
月
22
日
㈷
～
11
月
13
日
㈰

九
州
歴
史
資
料
館
（
小
郡
市
三
沢
）

古
代
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
八
女
地

域
。
今
回
九
州
歴
史
資
料
館
に
て
、

「
八
女
古
墳
群
」「
谷
川
寺
」「
五
條

家
」「
伝
統
工
芸
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ

で
紹
介
さ
れ
ま
す
。
岩
戸
山
古
墳
か

ら
の
出
土
品
、
個
性
豊
か
な
谷
川
寺

の
古
仏
群
、
南
北
朝
時
代
の
五
條
家

文
書
な
ど
重
要
文
化
財
を
は
じ
め
、

八
女
の
風
土
に
育
ま
れ
て
き
た
多
彩

な
伝
統
工
芸
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

薬師如来立像（谷川寺）
平安時代の早い頃に造られ
た仏像の特徴を見せていま
す。かつては 50 年に1 度
のみ開帳されていた秘仏。
福岡県指定有形文化財

後醍醐天皇綸旨（五條家）
五條家文書　南北朝時代
国指定重要文化財

◦
開
館
時
間
＝
９
時
30
分
～
16
時
30
分
（
入
館
は

16
時
ま
で
）
◦
月
曜
休
館
（
祝
・
振
休
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）
◦
観
覧
料
＝
一
般
２
０
０
円
（
１
５
０

円
）、高
大
生
１
５
０
円（
１
０
０
円
）、満
65
歳
以
上・

中
学
生
以
下
無
料
※
（　

）
内
は
団
体
料
金

  

寄
付
の
お
礼
（
敬
称
略
）

代
表
監
査
委
員
に

　
　

倉
員
恒
雄
さ
ん

《記念講演会》「対外関係から見た磐井の乱」
日時＝10 月23日㈰ 13 時 30 分～ 16 時／講師＝熊谷公男
さん（東北学院大学教授）／定員＝160 人（先着）

《関連講座》「牛頭山谷川寺の仏像」
日時＝10 月 8 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時 30 分／講師＝井形
進さん（九州歴史資料館学芸員）／定員＝160 人（先着）
★両講演・講座とも場所は九州歴史資料館（小郡市）。はが
き・ファクス・ＨＰからの事前申込が必要です。受講料無料。
申込＝九州歴史資料館（〒 838-0106 小郡市三沢 5208-3）
N 0942・75・7834 ／☎ 0942・75・9575キ

リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

こくせんじ

りんじ
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ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 28.9）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。

八女市での映画撮影
地域で盛り上げたい 消費生活

そうだん
㉑

【
事 

例
】

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」

が
７
月
末
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー

ム
は
、
屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
前
提
の
ゲ
ー

ム
で
あ
り
、
屋
外
に
お
い
て
遊
ん
で
い
る
際

に
起
こ
っ
た
と
み
ら
れ
る
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

が
、
国
内
外
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
配
信
前
か

ら
安
全
面
な
ど
で
話
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
、
消

費
生
活
相
談
員
が
実
際

に
ゲ
ー
ム
を
し
て
感
じ

た
注
意
点
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

【
注
意
点
】

①
課
金
に
注
意
！

　

ア
イ
テ
ム
を
、
お
金
を
出
し
て
購
入
し

た
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
課
金
は
し

な
い
と
決
め
て
い
て
も
、
熱
中
し
て
く
る
と

「
つ
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
す
。

友
達
と
競
争
す
る
な
ら
、
な
お
さ
ら
で
す
。

未
成
年
者
の
方
は
、
課
金
す
る
と
き
は
必

ず
保
護
者
の
同
意
を
も
ら
っ
て
か
ら
し
ま

し
ょ
う
。
未
成
年
者
で
な
く
て
も
、
つ
い
熱

中
し
て
し
ま
う
の
が
ゲ
ー
ム
で
す
。
大
人
の

方
も
課
金
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
自
制
し

ま
し
ょ
う
。
課
金
し
す
ぎ
な
い
た
め
に
、
ク

今
話
題
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
「
ポ
ケ
モ

ン
Ｇ
Ｏ
」
の
注
意
点
に
つ
い
て
ま
と
め
て

み
ま
し
た
！

　
　
　
　
　

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
は
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
買
え
る
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

②
バ
ッ
テ
リ
ー
消
費

　

使
い
過
ぎ
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
耗
に
つ

な
が
り
ま
す
。
端
末
の
故
障
に
つ
な
が
っ

た
り
、
端
末
が
過
剰
に
熱
を
持
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
端
末
の
異
常

に
よ
る
低
温
や
け
ど
の
注
意
喚
起
も
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

③
身
の
回
り
の
安
全
！

　
ゲ
ー
ム
中
は
周
り
の
景
色
で
は
な
く
画

面
の
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
移
動
し
ま
す
の

で
、
つ
い
周
り
の
状
況
を
把
握
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。配
信
当
日
か
ら
、

ゲ
ー
ム
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
交
通
事
故

や
ひ
っ
た
く
り
被
害
な
ど
の
事
件
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

画
面
を
見
な
が
ら
歩
い
た
り
、自
動
車・

自
転
車
等
に
乗
っ
た
り
す
る
行
為
（
な
が

ら
ス
マ
ホ
）
は
、
自
分
が
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
の
被
害
に
遭
う
だ
け
で
な
く
、
周
り
の

人
々
に
も
、
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
、

通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
等

の
迷
惑
を
か
け
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

本
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
際
に
は
、
マ
ナ
ー
を
守

り
、
周
囲
に
も
十
分
な
配
慮
を
し
ま
し
ょ

う
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー　
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

八
女
紫
苑
句
会

黒
木
町
く
す
の
実
俳
句
会

端
に
居
て
端
居
仲
間
と
な
り
に
け
り 

吉
泉
守
峰

水
退
け
ば
岸
の
夏
草
立
ち
上
り        

青
木
早
弓

一票
の
重
さ
十
八
夏
の
陣
　
　
　       

松
尾
ア
サ
子

羽
根
の
ご
と
削
り
出
さ
れ
し
か
き
氷 

寺
田
睦
子

片
陰
り
か
た
ま
り
歩
む
武
家
通
り 

野
崎
万
智
子

右
斛
に
一
途
の
白
さ
身
を
正
す  

　
松
尾
満
留
美

蓮
の
葉
に
ダ
イ
ヤ
の
如
き
水
た
ま
り 

山
本
光
子

上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

心
友
の
柩
見
送
る
数
珠
の
汗          

吉
泉
守
峰

朝
刊
の
し
っ
と
り
届
く
梅
雨
最
中    
荒
川
ミ
ヤ
子

滝
し
ぶ
き
受
け
て
小
踊
り
合
歓
の
花  

城
後
正
子

雨
音
の
し
つ
し
か
蝉
の
声
と
な
る
　
　  

大
坪
延
子

阿
蘇
五
岳
ま
た
い
で
虹
の
か
か
り
け
り 

大
坪
清
香

郭
公
の
一
声
聞
く
や
夏
に
入
る
　   

　 

倉
ノ
下
和
代

音
も
な
く
池
を
一
か
き
水
あ
め
ん
ぼ
う馬　     

　
　
中
村 

境
子

白し
ろ
は
え

南
風
や
湧
水
甘う

ま
し
城
下
町
　
　
　 

松
﨑
伸
子

月
見
草
母
の
ふ
る
さ
と
川
に
沿
ふ
　 

牛
島
景
子

一
切
の
音
消
し
去
り
ぬ
大
瀑
布          

堤
多
鶴
子

古
民
家
の
土
間
吹
き
抜
く
る
風
涼
し  

中
川
原
篤
子

山
清
水
含
み
て
拝
す
地
蔵
尊     

　
松
延
み
さ
と
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9月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
5㈪,12㈪～17㈯,19㈷,22㈷,26㈪,30㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈭～12 ㈪,19㈪,26㈪ ,30㈮図書館の休館日

9月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

6㈫,13㈫～17㈯,20㈫,22㈷,27㈫,30㈮

✿9月の館内整理日は30日㈮✿

《
本
館
》　

▽
９
月
1
日
㈭
～
12
日
㈪
ま
で

《
上
陽
・
黒
木
・
立
花
・
矢
部
・
星
野
各
分
館
》

▽
９
月
13
日
㈫
～
17
日
㈯

※
９
月
12
日
㈪
は
通
常
の
休
館
日
の
た
め
黒
木
以

外
の
分
館
は
休
館
で
す
。

　
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
返
却
ポ
ス
ト
（
ボ
ッ
ク

ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特別整理期間に伴う
休館のお知らせ

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝１7日、24日　おはなし
コーナー　※いずれも土曜14時～
♥黒木分館＝3日㈯10時30分～
おはなしコーナー

9月のよみきかせ

9月のあかちゃんよみきかせ

0～2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
♥本館＝１7日㈯11時～
 2階研修室
♥黒木分館＝24日㈯10時30分
～　おはなしコーナー

八女市立図書館の布えほん制作ボランティア「ふわふ
わ」と一緒に、布えほんをつくってみませんか？今回
はかわいい動物たちのパズルで遊べる布えほんをつく
ります。出来上がった作品はお持ち帰りいただけます。
◦日時＝10月7日㈮、21日㈮13時30分～ 15時30分
◦場所＝八女文化会館２階研修室
◦対象＝２日間とも参加できる人（ご自宅で進めてい
ただく作業もあります）
◦料金＝材料費800円
◦申込受付＝9月13日㈫から開始　先着10人
◦申込・問い合わせ＝ＮＰＯ法人まなびっと八媛

（八女市立図書館本館内☎22・2504）

参加者
募　集

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

映
画「
甲
子
園
ま
で
６
４
２
キ
ロ
」を
支
援
す
る
会 

事
務
局
長 

平
井
靖や

す
ふ
み文

さ
ん（
岩
崎
）

「素晴らしい映画を市民の皆さん
に紹介したいとＦＭ八女の『き
ら☆きら☆ミュージックボックス

（第２・４火曜日の午前 10 時～
11時）』に出演中です。いろんな
ジャンルを紹介しますので、ぜひ
聴いてくださいね」と平井さん。

92

　
「
昔
か
ら
映
画
が
好
き
で
、
現
在
も

暇
さ
え
あ
れ
ば
映
画
館
に
通
っ
て
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
は
映
画
は
一つ
の
趣
味

に
と
ど
ま
ら
ず
、ほ
と
ん
ど
生
活
の
一
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
映
画
好
き
が
高

じ
て
、
映
画
製
作
に
何
ら
か
の
形
で
関

わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
常
々
考
え
て

い
ま
し
た
。す
る
と
、八
女
市
在
住
の
竹

島
由
美
子
さ
ん
の
著
作
で
あ
る
『
野
球

部
員
、演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！
』を
原
作

と
し
た
映
画『
甲
子
園
ま
で
６
４
２
キ
ロ

（
仮
称
）
』が
八
女
市
で
撮
影
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、知
人
か
ら
こ
の
映
画
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
鈴
木
一
美
さ
ん
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。鈴
木
さ
ん
と
映
画
へ
の

熱
い
思
い
を
語
り
合
う
う
ち
に
意
気
投

合
し
、こ
の
映
画
の
製
作
に
ぜ
ひ
協
力
し

た
い
と
考
え
、
支
援
す
る
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
支
援
す
る
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在

15
人
ほ
ど
で
、
製
作
準
備
に
関
わ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
エ
キ
ス
ト
ラ
出

演
者
の
募
集
、協
賛
金
の
お
願
い
な
ど
、

撮
影
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
11

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
撮
影
を
行
い
、

来
春
に
映
画
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

北
九
州
市
を
は
じ
め
全
国
に
は
映
画

の
撮
影
を
地
域
に
誘
致
す
る
い
わ
ゆ
る

『
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』組
織
が
あ
り

ま
す
。
八
女
市
に
は
自
然
豊
か
な
風
景

や
風
情
が
あ
り
、映
画
の
ロ
ケ
に
は
非
常

に
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。映
画
の
誘

致
で
、自
然
、文
化
、特
産
品
な
ど
八
女

市
の
魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。将
来
は
ぜ
ひ
八
女
市
に

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」

八女市での映画撮影
地域で盛り上げたい

支援する会では、映画製
作に関するボランティアス
タッフを募集しています。
ご協力いただける方は下
記までご連絡ください。
☎＆O （24･9601）平井
さん（090･5473･9968）

平成28年度　布えほん講座

『どうぶつパズルをつくろう！』
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　　
　

　　

私
が
介
護
を
始
め
た
当
時
、
認
知

症
や
寝
た
き
り
の
方
へ
の
接
し
方
な

ど
、
情
報
が
少
な
く
わ
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
方

た
ち
と
情
報
交
換
を
す
る
中
で
、
平

成
12
年
に
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

支
援
を
得
て
、
在
宅
介
護
者
の
会
「
ひ

ま
わ
り
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
、

介
護
の
方
法
を
相
談
し
合
い
な
が
ら
、

心
の
ケ
ア
を
行
い
少
し
で
も
楽
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
月
に
１
回
の
勉

強
会
や
、
介
護
者
向
け
の
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
最
近
特
に
多
い
の
が
、
高
齢
の
夫

婦
の
み
の
世
帯
で
、
介
護
す
る
こ
と
自

体
が
困
難
と
な
る
場
合
で
す
。
子
ど
も

た
ち
や
近
所
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

と
相
談
す
る
こ
と
を
遠
慮
し
た
り
、
家

族
へ
の
思
い
や
責
任
感
か
ら
一
生
懸
命

に
な
り
す
ぎ
た
り
と
、
つ
い
無
理
を
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
親
子
間
、
夫
婦
間
な
ど
お
世
話
を

す
る
方
は
異
な
っ
て
も
、
制
度
や
介
護

の
コ
ツ
な
ど
を
聞
い
た
り
、
話
し
相
手

が
で
き
る
だ
け
で
も
随
分
と
楽
に
な
り

ま
す
の
で
、
一
歩
踏
み
出
し
て
気
軽
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
、
息
抜
き
に
来
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　　
私
自
身
も
15
年
以
上
、
寝
た
き
り

の
家
族
の
介
護
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

１
日
３
食
の
食
事
も
、
流
動
食
で
な

け
れ
ば
受
け
付
け
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
は

も
う
大
変
な
事
の
連
続
で
し
た
。
し
か

し
、相
談
す
る
仲
間
が
で
き
た
こ
と
で
、

心
に
余
裕
が
生
ま
れ
、
自
然
と
相
手

の
気
持
ち
に
配
慮
し
た
優
し
い
介
護
が

身
に
付
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
姿
を
、
当
時
小
さ
か
っ
た
孫

は
ち
ゃ
ん
と
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

将
来
、
体
の
不
自
由
な
方
の
役
に
立
つ

仕
事
が
し
た
い
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
、

高
校
生
と
な
っ
た
今
で
も
、
そ
の
夢
を

持
ち
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
介
護
を

続
け
て
い
て
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
適
度
に
手
を
抜
く
こ
と
も
必
要
で

す
。
肩
の
力
を
抜
き
、
介
護
す
る
側

が
元
気
で
い
れ
ば
、
介
護
さ
れ
る
側
も

負
い
目
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
良
い
関

係
が
築
け
る
は
ず
で
す
。

　
核
家
族
が
多
い
今
、
介
護
の
問
題

は
将
来
、
誰
に
で
も
起
こ
り
え
ま
す
。

介
護
を
家
族
だ
け
の
問
題
と
せ
ず
、

認
知
症
の
家
族
が
い
る
か
ら
よ
ろ
し
く

と
、
安
心
し
て
声
を
出
し
て
支
え
あ
え

る
地
域
社
会
に
な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
切
な
家
族
に
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
ら
…
ご
自
身
の
不
安
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
介
護
を
続
け
る
家
族
の
精
神
的
、
肉
体
的
負
担
ま
た
経
済
的
負
担
は
大
変
な

も
の
で
す
。
在
宅
介
護
者
の
会「
ひ
ま
わ
り
」は
、そ
の
よ
う
な
方
々
が
気
軽
に
集
い
、

相
談
し
合
え
る
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。ご
自
身
も
家
族
の
介
護
に
携
わ
っ

た
経
験
を
も
つ
、
会
長
の
山
下
由
美
子
さ
ん
（
上
陽
町
轟
）
に
、
介
護
の
問
題
や

活
動
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

つ
な
が
り
あ
い
、
支
え
あ
う

「一人で悩まないで何でも相談して
ください」と代表の山下由美子さん

心
の
負
担
を
和
ら
げ
る

一
歩
踏
み
出
し
て
相
談
を

家
族
の
た
め
の
介
護
に
つ
い
て
考

え
る
講
座(

全
５
回)

第
3
回 

9
月
16
日
㈮
13
時
30
分
～

▽
場
所
＝
星
野
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
そ
よ
か
ぜ
」

▽
内
容
＝
よ
り
良
い
介
護
を
続
け

る
た
め
に
～
認
知
症
の
方
と
の
上

手
な
接
し
方
～

第
4
回 

10
月
12
日
㈬
13
時
30
分
～

▽
場
所
＝
上
陽
町
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー

▽
内
容
＝
簡
単
！
楽
し
い
！
在
宅
介

護
の
た
め
の
健
康
ス
ト
レッ
チ

◦
相
談
・
問
い
合
わ
せ

在
宅
介
護
者
の
会
「
ひ
ま
わ
り
」

会
長  

山
下
由
美
子
さ
ん

（
☎
０
９
０・５
９
２
３・５
６
２
１
）

八
女
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０
９
４
３・２
３・０
２
９
４
）

大
事
な
の
は
が
ん
ば
り

す
ぎ
な
い
こ
と

タッチケアはお互いの絆を深め、心を落ち着かせます
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学校名 電話番号 学校開放日 学校説明会日時 会　　場
福島中学校 22・4207 10月17日㈪～ 22日㈯ 10月18日㈫ 15:00 ～ 多目的ホール

南　中学校 22・4407 10月17日㈪～ 22日㈯ 10月17日㈪ 14:30 ～ 体育館(武道場)

見崎中学校 22・5207 10月17日㈪～ 21日㈮ 10月25日㈫ 13:30 ～ 16:30 体育館2階

西　中学校 22・4807 10月17日㈪～ 22日㈯ 学校開放期間、随時受付 職員室（受付）

上陽北汭学園中学校 54・2030 10月11日㈫～ 15日㈯ 10月15日㈯ 14:00 ～ 東棟２階和室

黒木中学校 42・0109 9月26日㈪～ 30日㈮ 9月26日㈪ 14:00 ～ 16:30 和室

筑南中学校 35・0300 10月24日㈪～ 28日㈮ 10月27日㈭ 15:30 ～ 体育館

立花中学校 37・0041 10月17日㈪～ 22日㈯ 10月28日㈮ 13:30受付
14:00授業見学  15:00学校説明 体育館

矢部中学校 47・2041 10月24日㈪～ 28日㈮ 10月25日㈫ 14:10 ～ 木龍(体育館)

星野中学校 52・2012 10月24日㈪～ 28日㈮※25日㈫、27日㈭は午前のみ 10月28日㈮ 15:00 ～ 15:40 図書室

源

学校名 電話番号 学校開放日 学校説明会日時 会　　場
福島小学校 22・3121 10月31日㈪～ 11月2日㈬、4日㈮ 11月1日㈫ 11:00 ～ 11:30 ミーティングルーム

長峰小学校 22・4601 11月16日㈬～ 18日㈮、20日㈰ 11月20日㈰ 11:30 ～ 12:00 体育館

上妻小学校 22・4401 11月7日㈪～ 11日㈮ 11月9日㈬ 14:00 ～ ２階会議室

三河小学校 22・5001 11月7日㈪～ 9日㈬、11日㈮、13日㈰ 11月11日㈮ 11:00 ～ ミーティングルーム

八幡小学校 22・4801 10月16日㈰、21日㈮、28日(金)、11月2日㈬、5日㈯ 10月16日㈰ 11:30 ～ 校長室

忠見小学校 22・5201 11月8日㈫～ 9㈬、11日㈮ 11月11日㈮ 11:00 ～ 11:30 校長室

川崎小学校 22・5301 11月28日㈪～ 30日㈬ 11月30日㈬14:05 ～ 14:35 視聴覚室

岡山小学校 22・4701 10月24日㈪～ 28日㈮ 10月26日㈬ 11:00 ～ 11:30 視聴覚室

上陽北汭学園小学校 54・2030 10月11日㈫～ 15日㈯ 10月15日㈯ 14:00 ～ 東棟２階和室

黒木小学校 42・0039 11月24日㈭、25日㈮、27日㈰ 11月2日㈬ 11:00 ～ 多目的ホール

黒木西小学校 42・0251 10月28日㈮、29日㈯、11月19日㈯ 10月29日㈯ 12:05 ～ わくわくルーム

筑南小学校 22・2515 10月24日㈪～ 28日㈮ 10月27日㈭ 13:00 ～ 図書室

立花小学校 37・0023 11月7日㈪～ 11日㈮、13日㈰ 11月13日㈰ 11:00 ～ 図書室

矢部小学校 47・2063 10月24日㈪～ 28日㈮、30日㈰ 10月30日㈰ 11:00 ～ 11:30 図書室

星野小学校 52・2013 10月24日㈪～ 28日㈮ 10月25日㈫ 15:00 ～ ランチルーム

▼小学校日程

▼中学校日程

　
62
年
前
の
11
月
5
日
、
八
女
市
教
育
委
員

会
に
総
務
課
、
学
校
教
育
課
、
社
会
教
育
課

が
設
置
さ
れ
、八
女
市
の
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
、

以
来
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
社
会
経
済
が
変
化
す
る
中
で
、
今
日

の
学
校
は
家
庭
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
々
の
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
制
50
周
年
を
機
に｢

八
女
市
教
育
の
日
」

条
例
を
制
定
し
、
11
月
5
日
を
教
育
の
日
と

定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、『
八
女
市
民
の
教
育

に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
本
市
教
育

の
充
実
と
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
を
愛

し
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
育

む
』
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
こ
の
教
育
の
日
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
恒
例
の

学
校
開
放
週
間
・
学
校
説
明
会
を
下
記
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
教
育
の
中
核
で
あ
る
学

校
の
中
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
学
習
し
て
い
る
か
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

皆
さ
ん
の
参
観
が

学
校
元
気
の

　
　
で
す
！

学
校
開
放
週
間
近
づ
く

源
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
7
月
30
日
㈯
、
北
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
第
10
回
踊
る
！
き
た
や
ま
夏
祭
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
北
山
保
育
園
児
・
筑
南
小
学
校
児
童

に
よ
る
踊
り
や
、
八
女
高
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る

創
作
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
と
し

て
八
代
市
の

秀
岳
館
高
校

を
お
招
き
し
、

「
雅

み
や
び

太
鼓
」
を

披
露
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
楽

し
み
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
会
場

は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
大
籠
で
８
月
16
日
㈫
、
や
せ
仏
さ
ん
の

縁
日
が
開
か
れ
ま
し
た
。
や
せ
仏
さ
ん
は
正

八
幡
宮
神
社
の
北
側
に
祭
ら
れ
て
い
る
仏

像
で
、
そ
の
姿
は
釈
迦
苦
行
像
の
様
に
痩

せ
て
い
ま
す
。「
山
の
庄
屋
」
と
呼
ば
れ
る

旧
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
は

地
元
の
人
た
ち
の
手
で
守
り
継
が
れ
て
い
ま

す
。「
珍
し
い
仏
様
な
の
で
、
も
っ
と
多
く

の
皆
さ
ん
に
お
参
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
地
元
の
皆
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
㈰
、
春
の
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
上

陽
町
）
に
て
第
１
回
福
岡
県
消
防
協
会
八
女
支

部
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
部

の
優
勝
チ
ー
ム
は
９
月
４
日
㈰
に
福
岡
県
消
防
学

校
（
福
津
市
）
に
て
行
わ
れ
る
第
24
回
福
岡
県
消

防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
消
防

団
員
に
よ
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ぼ
う
さ
い
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
場
と
な
り
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】
▽
１
位 

黒
木
支
団
第
２
分

団 

▽
第
２
位 

八
女
支
団
第
１
分
団 

▽
第
３
位 

八
女
支
団
第
７
分
団

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】
▽
１
位 

八
女
支
団
第
６

分
団 

▽
２
位 

広
川
町
消
防
団 

▽
３
位 

八
女
支

団
第
3
分
団

盛
り
上
が
っ
た
、

踊
る
！
き
た
や
ま
夏
祭
り

熱
戦
！

星
野
地
区
球
技
大
会

　８月16日㈫上陽町の星野川で「八
女上陽万灯流し」があり、約 350
個の灯ろうが川面に浮かびました。
この催しは「川を大切にしたい。ふ
るさとの良さを見直したい」との願
いを込めて行われている行事で、今
回 22 回目の開催となりました。川原
では子どもたちがそれぞれに絵や願
い事を書いた灯ろうを流し、夕暮れ
の川を静かに流れる幻想的なあかり
を多くの人たちが見守っていました。

八女上陽万灯流し やせ仏さんの縁日開催

八
女
支
部
消
防
操
法
大
会
開
催

　
第
58
回
星
野
地
区
球
技
大
会
が

７
月
24
日
㈰
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

星
野
総
合
体
育
館
で
の
開
会
式
に

各
競
技
参
加
チ
ー
ム
１
４
０
人
が

勢
ぞ
ろ
い
し
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
代
表
の

大
熊
裕
美
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り

【
軟
式
野
球
（
星
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
）】

▽
優
勝 

星
野
中
学
校
愛
好
会

▽
準
優
勝 

小
野
一
般
（
小
野
１
区
）

【
ミ
ニ
バ
レ
ー
６
人
制
（
星
野
総
合

体
育
館
）】
▽
優
勝 

10
区
（
星
野

３
区
）チ
ー
ム 

▽
準
優
勝 

９
区（
星

野
２
区
）
チ
ー
ム

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
60
歳
以
上・

星
野
中
学
校
運
動
場
）】
※
敬
称
略

▽
優
勝 

原
口
繁
利 

▽
準
優
勝 

坂

本
三
男 

▽
３
位 

西
木
富
三
夫

お参りする地元の皆さん。やせ仏
さんの次の縁日は 1月16日です。

大熊裕美さんが選手宣誓

川面に灯ろうが浮かびました

小型ポンプの部
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画
家
で
郷
土
史
家
の
杉
山
洋
さ
ん

を
迎
え
て
７
月
30
日
㈯
、
八
女
文
化

会
館
で
八
女
市
立
図
書
館
郷
土
史
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
坂
本
繁
二
郎

画
伯
の
知
ら
れ
ざ
る
話
に
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

講
座
終
了
後
、も
っ
と
話
が
聞
き
た
い
、

ま
た
開
催
し
て

欲
し
い
と
の
感

想
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
筑
南
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
８

月
４
日
㈭
、
筑
後
北
山
郵
便
局
で

ラ
ジ
オ
体
操
優
良
団
体
等
表
彰
福

岡
県
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
２
年
以
上
継

続
し
て
お
り
、
毎
回
10
人
以
上
の

参
加
者
が
あ
り
、
年
間
50
日
以
上

の
活
動
実
績
が
あ
る
団
体
を
対
象

に
、
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟
が
選
考
し
て
い
ま
す
。

　
筑
南
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
会
は
会

員
１
１
６
人
。
平
成
25
年
９
月
の

発
足
以
来
毎
日
、
立
花
町
北
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ラ
ジ
オ
体

操
を
続
け
て
い
ま
す
。
代
表
世
話

人
の
池
田
正
昭
さ
ん
は
「
い
つ
で
も

誰
で
も
自
由
参
加
。
毎
日
の
体
操

参
加
が
喜
び
と
な
り
、
楽
し
み
で

あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
表
彰
を
今
後
の
活
動
の
励
み

に
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
30
日
㈯
夜
の
８
時
か
ら
八
女

市
立
図
書
館
本
館
に
て
「
夜
の
こ
わ

い
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

夜
の
図
書
館
は
ま
る
で
お
化
け
屋
敷
。

九
州
大
谷
短
期
大
学
の
学
生
の
語
る

こ
わ
い
お
話
も
真
に
迫
り
、
夏
の
夜
を

少
し
だ
け
涼
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
矢
部
川
水
源
地
の
一
つ
で
あ
る

矢
部
村
で
は
、
川
下
と
川
上
が
一

体
と
な
っ
て
、
豊
か
な
森
林
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
り
有
明
海
の
再
生
を

目
指
す
と
し
て
、「
森
林
の
緑
か
ら

有
明
海
の
再
生
」
を
合
言
葉
に
福

岡
県
有
明
海
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
と
森
林
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

７
月
20
日
㈬
、
矢
部
村
高
巣
に
あ

る
市
有
林
の
下
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
有
明

海
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
柳
川

市
、
八
女
市
公
有
林
管
理
専
門
委

員
会
、
八
女
森
林
組
合
、
筑
後
農

林
事
務
所
、
矢
部
支
所
か
ら
総
勢

54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は

小
雨
の
中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し

た
が
、
広
葉
樹
の
成
長
を
願
い
一
生

懸
命
下
刈
り
を
行
い
ま
し
た

　
矢
部
村
で
リ
ン
ド
ウ
を
栽
培
す
る
Ｊ

Ａ
矢
部
地
区
り
ん
ど
う
部
会
（
堀
下
充

部
長
）
の
皆
さ
ん
が
８
月
３
日
㈬
、
市

役
所
に
リ
ン
ド
ウ
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
リ
ン
ド
ウ
は
昼
と
夜
の
気
候
の
差

が
大
き
い
ほ
ど
美
し
い
青
紫
色
が
出
る
そ

う
で
、
矢
部
村
で
露
地
栽
培
さ
れ
て
い
る

リ
ン
ド
ウ
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

栽
培
は
40
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
り
、
昨

年
１
軒
増
え
て
現
在
４
軒
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
県
内
で
も
リ
ン
ド
ウ
の
産

地
は
少
な
く
ブ
ラ
ン
ド
品
。
安
定
し
て
出

荷
で
き
る
よ
う
に
も
っ
と
生
産
者
が
増
え

れ
ば
い
い
の
で
す
が
」
と
堀
下
部
長
。
リ

ン
ド
ウ
は
６
月
下
旬
か
ら
10
月
初
旬
ご

ろ
ま
で
出
荷
が
続
き
ま
す
。

矢
部
村
か
ら
リ
ン
ド

ウ
が
届
き
ま
し
た

ラ
ジ
オ
体
操
で
毎
日
元
気

全
国
大
会
頑
張
り
ま
す

森
林
の
緑
か
ら
有
明
海
の
再
生
を

夜
の
こ
わ
～
い
お
は
な
し
会

坂
本
画
伯
の
知
ら
れ
ざ
る

話
に
耳
を
傾
け
る

　
全
国
大
会
に
出
場
す
る
子
ど
も

た
ち
が
８
人
が
８
月
17
日
㈬
、
市

役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
第
８
回

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
空
手

道
組
手
小
学
３
年
の
部
（
10
月
23

日
㈰
・
東
京
都
）
に
出
場
す
る
近

澤
諒
武
さ
ん
（
八
幡
小
３
年
）、
第

46
回
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大

会
中
学
生
団
体
の
部
（
８
月
20
日

㈯
～
21
日
㈰
・
石
川
県
）
に
出
場

す
る
福
島
中
学
校
の
伊
藤
宏
次
朗

さ
ん（
３
年
）、山
下
史
恩
さ
ん（
同
）、

田
中
翔
太
さ
ん
（
２
年
）、
伊
藤
拓

海
さ
ん
（
１
年
）、
福
永
圭
佑
さ
ん

（
同
）、　
松
﨑
楓
さ
ん
（
同
）。
三

田
村
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
頑
張
り

は
八
女
市
の
誇
り
で
も
あ
り
喜
び
。

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

「今までの練習の成果を発揮してきます」と選手の皆さん

八
女
市
立
図
書
館
の
催
し
物
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会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
※
い
ず
れ
も

13
時
30
分
～
15
時　

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
筑
水
会
病
院
地

域
連
携
室
・
医
療
相
談
室

（
☎
２
３
・
５
１
３
１
）

　
県
内
に
住
む
視
覚
し
ょ
う
が
い
者

の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
集
ま
り
、
自
立

と
社
会
参
加
を
目
指
し
て
討
議
し

ま
す
。一
般
参
加
大
歓
迎
で
す
。

⃝
日
時
＝
９
月
25
日
㈰
11
時
～
15

時
（
受
付
10
時
30
分
～
）

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
内
容
＝
▽
講
演
会
「
障
害
者
差

別
解
消
法
に
つ
い
て
」
▽
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
八
女
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
男

性
合
唱
団
）
▽
体
験
発
表
（
各
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
５
人
）
▽
全
体
会

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が

い
者
福
祉
係
（
☎
２
３・１
３
３
５
）

市
の
収
益
金
で
は
、
大
型
紙
芝
居

１
点
と
一
般
図
書
46
点
、
児
童
図

書
21
点
を
購
入
し
、
八
女
市
立
図

書
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
）

⃝
日
時
＝
９
月
18
日
㈰
10
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と
八

媛
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　

健
や
か
に
老
い
と
向
き
合
う
第

一
歩
と
し
て
、
認
知
症
の
正
し
い
知

識
と
理
解
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

⃝
内
容
＝
「
上
手
に
老
い
る
」
～
認

知
症
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
～

⃝
講
師
＝
筑
水
会
病
院
院
長　

國

芳
雅
広

⃝
日
時
／
場
所
＝
①
９
月
21
日
㈬

／
八
女
市
役
所
黒
木
支
所
大
会
議

室  
②
10
月
21
日
㈮
／
八
女
文
化

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で

販
売
し
ま
す
。
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

⃝
日
時
＝
９
月
11
日
㈰
９
時
～
12
時

⃝
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場
※
出
店
者
随
時
募
集

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は
保

険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

⃝
日
時
＝
９
月
11
日
㈰
７
時
30
分

立
花
体
育
館
集
合

⃝
コ
ー
ス
＝
飛
形
山
中
腹
方
面

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

下
水
道
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
場
無
料
、
家
族
で
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
景
品
等

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
９
月
11
日
㈰
10
時
～
15

時
（
雨
天
決
行
）

⃝
場
所
＝
（
公
財
）
県
下
水
道
管

理
セ
ン
タ
ー
矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

「
水
き
ら
ら
」（
筑
後
市
大
字
島
田

７
５
４
）
☎
０
９
４
２
・
５
４
・
２

７
０
１

⃝
主
催
＝
矢
部
川
流
域
下
水
道
推

進
協
議
会
（
八
女
市
、
筑
後
市
、

み
や
ま
市
、
広
川
町
、（
公
財
）
福

岡
県
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
）
／

事
務
局
＝
筑
後
市
役
所
上
下
水
道

課
（
☎
０
９
４
２・６
５・７
０
３
７
）

　
「
手
を
繋
ご
う
！
輪
を
作
ろ
う
!!

笑
顔
と
笑
顔
が
繋
ぐ
も
の
」
と
題

し
、
山
口
敏
秋
さ
ん
（
和
太
鼓
童

衆
代
表
）
を
講
師
に
開
催
。
参
加

無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
の
あ

る
懐
か
し
の
童
謡
や
、話
題
の
曲
を
、

童
謡
歌
手
「
そ
が
み
ま
こ
」
さ
ん

が
心
温
ま
る
素
敵
な
歌
声
で
お
届

け
し
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ま
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
一
緒
に
、
楽
し

く
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
入
場
料
無
料

⃝
日
時
＝
９
月
16
日
㈮
18
時
30
分

～
20
時
（
受
付
18
時
～
）

⃝
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
青
少
年

育
成
市
民
の
会
黒
木
連
絡
協
議
会

事
務
局
（
☎
４
２
・
１
１
１
１
）

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
不
要
に

な
っ
た
本
を
集
め
て
、
古
本
市
で

販
売
し
ま
す
。
そ
の
収
益
金
は
、

八
女
市
立
図
書
館
の
読
書
啓
発
事

業
に
役
立
て
ま
す
。（
第
10
回
古
本

八
女
軽
ト
ラ
市

下
水
道
展

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

　黒木じじばば世話焼きプロジェクトで
は、山婚を企画し、八女市黒木町を舞
台に男女の出会いの場を提供していま
す。今年度２回目の山婚は、グリーンパ
ル日向神峡でバーベキューなどのデイ
キャンプを楽しむことができます。
◦開催日＝9 月25日㈰
◦集合場所および集合時間＝

【女性】黒木支所（黒木町今 1314 番地
１）に 9 時 15 分

【男性】グリーンパル日向神峡（黒木町
北大淵 4410 番地 2）に 9 時 30 分
※17 時解散予定
◦参加費＝男性 3,500円、女性 2,500円
◦定員＝ 30 人
◦対象年齢＝25 歳～ 45 歳の独身男女
◦申込・問い合わせ＝
☎ 070・1949・5704（山婚専用）
q kuroki.yamakon@gmail.com

参
加
者

 

募
集

第
33
回
地
域
活
動
講
演
会

童
謡
・
唱
歌
コ
ン
サ
ー
ト

ち
く
す
い
講
演
会

第
11
回
古
本
市

八女市献血推進協議会（☎ 23・5816）
献血にご協力ください
日にち 時  間 場  所
9/15
㈭

10:00 ～ 12:00 
13:00 ～ 15:30

農業活性化セン
ター（上陽）

9/20
㈫

10:00 ～ 12:00 西公民館

14:00 ～ 16:00 東公民館

第
42
回
福
岡
県
盲
人
福
祉
大
会

空き家を売りたい・貸し
たい人は、下記までお問
い合わせください。
⃝募集対象エリア＝八女
市全域⃝問い合わせ＝地
域振興課定住対策係（☎
24・8013）★受付時間
＝平日9時～ 16 時 30
分※お越しの際は必ず事
前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

【黒木文化連盟観月会】　箏曲演奏、お茶会、月見まんじゅう販売など◦日時＝ 9 月15日
㈭ 19 時～※雨天中止◦場所・問い合わせ＝学びの館（黒木町東今）☎ 42・1982
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抽
出
し
た
香
り
成
分
で
あ
る
精
油

（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
）
を
使
っ

て
、
心
身
を
癒
し
、
健
康
や
美
容

に
役
立
て
て
い
く
自
然
療
法
で
す
。

今
回
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
リ
ー
ム
と
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
オ
イ
ル
を
作
り
ま

す
。
精
油
を
希
釈
し
た
ク
リ
ー
ム

や
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
オ
イ
ル
を
身
体

や
顔
に
塗
布
す
る
こ
と
で
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、

ま
た
ち
ょ
っ
と
し
た
不
調
を
改
善
す

る
手
助
け
と
な
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
11
日
㈫
13
時
30
分

～
、
11
月
８
日
㈫
13
時
30
分
～

◦
材
料
費
＝
１
５
０
０
円
程
度
（
１

回
に
つ
き
）

◦
定
員
＝
16
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
＝
９
月
１
日
㈭
か
ら
９
月

16
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
９
～
17
時
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
東

　初秋の大淵は魅力がてんこ盛り。
「棚田の彼岸花」「五條家御旗祭」「日
向神のハート岩」。そのほかにもた
くさんの魅力を秘めた大淵の情景を
シャッターに収めてみませんか？田舎
ならではの風景と愛情込めた田舎料
理でお待ちしています。
◦開催日＝ 9 月22日㈷、23日㈮
◦募集定員＝先着 20 人程度　
◦募集期間＝９月３日㈯～９月20日㈫
◦料金＝1万円（税込、1泊 4 食）
◦受付・問い合わせ＝げんき館おお
ぶち（☎ 24・8217 ／ O45・1557）

「
げ
ん
き
館

お
お
ぶ
ち
」

 

フ
ォ
ト
ツ
ア
ー

参加者
募集

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
体
づ
く
り
」
を
目
的
と

し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
開
催
日
＝
９
月
30
日
㈮
・
10
月

14
日
㈮
・
10
月
28
日
㈮
、
19
時
30

分
～
21
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
定
員
＝
50
人

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
３
回
分
）

◦
申
込
期
間
＝
９
月
１
日
㈭
～
９

月
13
日
㈫
、
平
日
９
時
～
17
時
、

月
曜
日
休
館　
※
電
話
で
受
付

◦
申
込
＝
総
合
体
育
館
（
☎
２
４
・

１
２
３
０
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
わ
く
わ
く
ク

ラ
ブ
古
賀
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
７

６
３
・
２
６
３
８
）

　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は
、
植
物
か
ら

　
九
州
県
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
愛

好
家
に
よ
る
野
外
ラ
イ
ブ
で
す
。
バ

ザ
ー
や
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
抽
選
会

等
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
２
日
㈰
９
時
30
分

～
17
時

⃝
場
所
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ（
雨

天
時
は
旧
白
木
小
学
校
体
育
館
）

⃝
入
場
料
＝
２
千
円
（
１
ド
リ
ン
ク

付
き
）
小
学
生
以
下
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

　　

川
崎
病
院
の
理
学
療
法
士
に
よ

る
指
導
「
肩
こ
り
・
腰
痛
の
改
善
・

う
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

③
そ
の
体
験
を
通
し
て
命
の
尊
さ

を
感
じ
て
も
ら
う
、
な
ど
の
き
っ
か

け
作
り
と
し
て「
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
29
日
㈯
８
時
45
分

～
12
時

◦
会
場
＝
公
立
八
女
総
合
病
院

◦
参
加
資
格
＝
八
女
市
・
広
川
町

在
住
小
学
５
～
６
年
生
（
保
護
者

同
伴
可
）

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
内
容
＝
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

開
会
式
、
企
業
長
の
お
話
し
、
病

院
紹
介
、
看
護
体
験
（
看
護
の
場

面
を
見
学・体
験
）、院
内
見
学
（
手

術
室
・
薬
剤
科
・
放
射
線
科
・
検

査
科
な
ど
）、懇
談
会
、閉
会
式
（
修

了
証
書
授
与
）

◦
申
込
期
限
＝
9
月
30
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
総
務
課

荒
木
さ
ん
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

公
民
館
（
☎
＆
O
２
３・５
２
７
６
）

　

公
立
八
女
総
合
病
院
で
は
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

①
地
域
の
身
近
な
病
院
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
②
病
院
で
働

く
人
々
の
仕
事
体
験
を
す
る
こ
と

で
、
人
の
命
を
守
る
「
医
療
」
と
い

２
０
１
６
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー

in
公
立
八
女
総
合
病
院

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

上
陽
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
健
康
講
座

東
公
民
館
講
座
『
も
の
作
り

り
講
座
②
』
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

教
室
・
講
座

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」体験事業

　古代風食器作りに挑戦してみませんか。
◦期日＝９月４日㈰ 10 時～ 12 時 30 分
◦集合場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦参加対象＝小学生以上親子 10 組程度
◦参加費＝ 300 円
◦募集期間＝９月３日㈯まで

　石庖丁をつくって、その石庖丁で赤米を収
穫しよう。プラ板作りにも挑戦してみませんか。
◦期日＝９月18 日㈰ 10 時～ 16 時
◦集合場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦参加対象＝小学生以上
◦参加費＝無料（昼食持参）
◦募集期間＝９月16 日㈮まで

　秋色に彩られた古墳の景色を楽しみながら
古墳めぐりを行います。
◦期日＝10 月10日㈷９時～１２時
◦集合場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦参加対象＝小学生以上 50 人
◦参加費＝無料
◦募集期間＝10 月７日㈮まで

電話またはファクスにて申し込みください。各
体験・講座とも先着順となります。
◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館
( いわいの郷 ) 八女市吉田1562-１
☎ 24・3200 ／ N24・3210

古代風食器をつくろう

赤米（古代米）収穫してドライフ
ラワーをつくろう＆プラ板作り体験

秋の古墳ウオーク～

【学芸講座】山城について
　八女地方には、猫尾城、犬尾城をはじめ、
いろいろな山城が残っています。今回は、そ
ういった山城についてスポットをあてます。
◦期日＝ 9 月 24 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館研修室
◦講師＝永田寧（文化振興課学芸員）
◦定員＝ 50 人（先着順）
◦入場料＝無料　　

空き家情報を募集しています♪
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◦
選
考
日
＝
①
②
10
月
11
日
㈫

③
10
月
13
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

【
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
】

◦
開
催
日
時
＝
▽
９
月
７
日
㈬
13

◦
会
場
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
、
サ

ン
ラ
イ
フ
久
留
米
等

◦
対
象
＝
15
～
39
歳
の
無
業
者
、
し

ご
と
へ
向
け
一
歩
踏
み
出
し
た
い
人

◦
内
容
＝
マ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
就
職
活
動
な
ど
の
セ
ミ

ナ
ー
、
就
労
体
験
、
４
泊
５
日
の
合

宿
等
を
通
じ
な
が
ら
、
参
加
者
や
ス

タ
ッ
フ
と
の
仲
間
意
識
を
高
め
、
就

職
活
動
へ
向
け
準
備
を
行
い
ま
す
。

◦
参
加
費
＝
４
泊
５
日
の
宿
泊
費
・

食
費
は
自
己
負
担

◦
定
員
＝
10
人
（
締
切
９
月
24
日

㈯
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
０
８
７
）

　　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
と
企

業
の
人
事
担
当
者
が
直
接
面
談
を

す
る
場
で
す
。
参
加
無
料
。
履
歴

書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
９
月
23
日
㈮
12
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
久
留
米
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
ビ
ル（
久
留
米
市
百
年
公
園
内
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ

　

点
訳
グ
ル
ー
プ
わ
か
ば
会
で
は
、

視
覚
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
に
広

報
等
の
点
訳
を
行
い
、
生
活
を
支

援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
点

字
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
無
料
。

⃝
期
日
＝
10
月
12
日
～
11
月
16
日

（
毎
週
水
曜
日
）
19
時
～
21
時
※
全

６
回

⃝
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会
館

２
階
中
会
議
室

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
め
る
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
10
月
１
日
㈯
10
時
～

⃝
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館
前

広
場
（
小
運
動
場
）

⃝
申
込
期
間
＝
９
月
４
日
㈰
～
当

日
可

⃝
参
加
費
＝
▽
会
員
無
料 

▽
一
般

２
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
２
４
・

１
３
４
０

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
季
節
。

恒
例
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。小
雨
決
行
。

雨
天
時
は
お
楽
し
み
抽
選
会
と
豚

汁
の
お
も
て
な
し
。
参
加
費
無
料
。

⃝
日
時
＝
10
月
23
日
㈰
８
時
30
分

開
会

⃝
場
所
＝
森
の
工
作
館
（
星
の
ふ
る

さ
と
公
園
内
）

⃝
コ
ー
ス
＝
池
の
山
麻
生
池
周
辺
・

星
の
ふ
る
さ
と
公
園
周
辺
散
策（
約

４
キ
ロ
）

⃝
申
込
締
切
＝
10
月
３
日
㈪

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所

総
務
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）　

　　

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
大
歓
迎
。
第
３
回
演
奏
会

（
11
月
27
日
㈰
14
時
～
お
り
な
す
八

女
）で「
水
の
い
の
ち
」を
歌
い
ま
す
。

聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

⃝
練
習
日
＝
毎
月
第
２・４
土
曜
日
、

19
時
30
分
～
22
時

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

⃝
会
費
＝
月
１
５
０
０
円

⃝
連
絡
＝
國
武
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

９
４
０
７
・
９
８
８
４
）

　

厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
で
す
。

◦
日
程
＝
10
月
１
日
～
10
月
31
日

（
全
日
数
20
日
※
う
ち
４
泊
５
日
の

宿
泊
研
修
あ
り
）

ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対
象
。

◦
コ
ー
ス
（
訓
練
期
間
／
定
員
）
＝

①
リ
フ
ォ
ー
ム
科
（
11
月
１
日
㈫

～
４
月
28
日
㈮
／
20
人
）

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
科
⑴

（
11
月
１
日
㈫
～
１
月
31
日
㈫
／
20
人
）

③
パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
連
続
養

成
科
⑵
（
11
月
１
日
㈫
～
３
月
31

日
㈮
／
30
人
）

◦
募
集
締
切
＝
①
～
③
９
月
30
日
㈮

養
育
費
な
ど
の
無
料
法
律
相
談

集
中
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

ほ
し
の
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

八
女
混
声
合
唱
団
団
員

ペ
タ
ン
ク
大
会
参
加
者

わ
か
ば
会
点
字
教
室

区分
准看護科 看護科

社会人特別選抜入学試験 一般入学試験 推薦入学試験 一般入学試験（前期・後期）
募集
人員 40 人 40 人

出願
期間

【前期】10/3 ㈪～
10/21㈮必着

【後期】1/16 ㈪～
1/30 ㈪必着

【前期】11/7 ㈪～
11/28 ㈪必着

【後期】1/16 ㈪～
1/30 ㈪必着

10/31㈪～
11/18 ㈮必着

【前期）】10/31 ㈪～
11/18 ㈮必着

【後期）】12/12 ㈪～
1/6 ㈮必着

入試
日

【前期】10月30日㈰

【後期】2 月12日㈰

【前期】12 月4日㈰

【後期】2 月12日㈰
11月27日㈰

【前期】11 月 27 日㈰

【後期】1 月15 日㈰

入試
科目 小論文・面接 国語・数学・小論文・

面接
書類選考・面
接

国語・専門科目看護
全般・面接

問い
合わ
せ

八女筑後看護専門学校 〒 834-0063 八女市本村 656-1

准看護科（☎ 23・6284） 看護科（☎ 24・4877）

平成29年度生 看護学生募集 看護師は命を守る仕事です！

就
業
支
援

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校
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融
機
関
か
ら
見
た
儲
か
る
企
業
の

秘
密
」
池
隅
剛
志
（
日
本
政
策
金

融
公
庫
福
岡
支
店
長
）、
定
員
１
０

０
人

【
相
談
会
】
15
時
10
分
～
17
時
10

分
、
８
人
（
１
回
30
分
）

◦
申
込
＝
久
留
米
商
工
会
議
所
Ｈ

Ｐ
内
の
「
金
融
機
関
か
ら
見
た
儲

か
る
企
業
の
秘
密
講
演
会
お
よ
び

無
料
法
律
相
談
会
」
か
ら
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
フ
ァ
ク
ス

（
O
０
９
４
２
・
３
３
・
０
９
３
３
）

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝

【
講
演
会
】
久
留
米
商
工
会
議
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・
０
２
１
３
）

【
相
談
会
】
県
弁
護
士
会
筑
後
部
会

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
１
４
４
）

　
相
続
な
ど
土
地
・
建
物
の
登
記
、

境
界
ト
ラ
ブ
ル
、
成
年
後
見
、
戸

籍
、
国
籍
、
供
託
お
よ
び
人
権
問

題
な
ど
、法
務
局
職
員
、司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
公
証
人
お
よ

び
人
権
擁
護
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
無
料
、電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
２
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
福
岡
法
務
局
久
留
米
支
局

◦
予
約
期
間
＝
９
月
５
日
㈪
～
９

月
30
日
㈮
、
９
時
～
17
時

◦
予
約
先
＝
福
岡
法
務
局
久
留
米
支

局
（
☎
０
９
４
２・３
９・２
１
２
１
）

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・
８
３
２
・

４
３
１
１
）

　
警
察
で
は
、
事
件
や
事
故
に
至

ら
な
い
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
事
、
困
り

事
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

◦
相
談
専
用
電
話
＝
♯
９
１
１
０

※
八
女
警
察
署
で
は
出
張
相
談
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
６
日
㈫
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
ふ
じ
の
里
（
黒
木
町
）

　
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
集

中
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
と
も
連

携
し
対
応
し
ま
す
。（
※
相
談
無
料
、

予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
）

◦
日
時
＝
９
月
14
日
㈬
、
15
日
㈭

９
時
～
20
時

◦
相
談
方
法
＝
面
談
ま
た
は
電
話

◦
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

福
岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階

◦
場
所
＝
久
留
米
商
工
会
議
所

◦
日
に
ち
・
内
容
＝
９
月
16
日
㈮

【
講
演
会
】
13
時
30
分
～
15
時
「
金

時
～
15
時 

▽
９
月
14
日
㈬
18
時
30

分
～
20
時
30
分 

▽
９
月
28
日
㈬
18

時
30
分
～
20
時
30
分 

▽
10
月
５
日

㈬
13
時
～
15
時

★
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

ま
で
に
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
予
約
電
話
（
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
）
※
平
日
９
時
～
17
時

【
柳
川
市
役
所　

第
３
会
議
室
】

◦
日
時
＝
９
月
21
日
㈬
13
時
～
15
時

★
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

ま
で
に
福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

就
業・自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
春
日
）

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
予
約
電
話
（
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
３
１
）
※
平
日
９
時
～
17
時

　

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。
面
談

相
談
（
１
組
50
分
）、
相
談
無
料

や
虐
待
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と

が
あ
る
人
は
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
一
人
で
悩

ま
ず
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
人
権

擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。  

◦
相
談
日
時
＝
９
月
５
日
㈪
～
９

月
11
日
㈰
【
平
日
】
８
時
30
分
～

19
時
【
土
日
】
10
時
～
17
時

全
国
共
通 

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

※
「
福
岡
法
務
局
」
で
は
祝
日
を

除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８
時

30
分
～
17
時
15
分
ま
で
（
そ
れ
以

外
は
留
守
番
電
話
対
応
）、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

◦
相
談
電
話
番
号
＝
０
５
７
０
・
０
０

３
・
１
１
０
（
み
ん
な
の
人
権
１
１
０

番
全
国
共
通 

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

◦
日
時
＝
９
月
10
日
㈯
10
時
～
13
時

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
３
階
３

０
６
・
３
０
８
会
議
室

◦
予
約
電
話
＝
０
５
７
０
・
７な

８や

３み

・
５こ
う
し
よ
う

４
４
（
予
約
は
９
月
９
日

㈮
ま
で
、
平
日
10
時
～
16
時
受
付
）

　
遺
産
相
続
・
金
銭
問
題
等
に
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予

約
不
要

◦
日
時
／
場
所
＝
▽
９
月
11
日
㈰

10
時
～
15
時
／
八
女
文
化
会
館

▽
９
月
14
日
㈬
10
時
～
15
時
／
筑

後
市
サ
ン
コ
ア

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
調
停
協
会

（
☎
２
３
・
４
０
３
６
）

　
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
家
庭
内

や
近
隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
嫌
が
ら
せ

八
女
警
察
署
出
張
相
談

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ

集
中
相
談
会

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

全
国
一
斉
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
週
間

中
小
企
業
の
た
め
の
講
演
会
・

無
料
法
律
相
談
会

高
齢
者
・
し
ょ
う
が
い
者
の
た

め
の
成
年
後
見
相
談
会

９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
、

自
殺
予
防
週
間
で
す

　平成 27 年度は、日本で 24,025 人が自
殺によって亡くなられています。（内閣府・
警察庁「平成 27 年中における自殺の状況」）
　こころの病み等つらい状態で悩み、自ら死
を選ぼうとしている人が、あなたの身近にい
るかもしれません。大切な人の命を守るため
に、あなたにできることがあるかもしれません。
異変に気づいたらどうすればいいの？
　「どうしたの？」と声をかけてください。自
殺を考えている人は、「だれもわかってくれな
い」という孤独な状態に陥っています。だか
らこそ、「あなたのことを心配しているよ」と
言葉にして伝えることが大切です。このこと
がゲートキーパーとしての第一歩となります。
◦相談窓口
○健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）
○心理士によるこころの相談（毎月相談窓
口を開設しています。※予約制）
　◦9 月28日㈬／おりなす八女研修棟２
階第５研修室
　◦10 月7日㈮／ふじの里
いずれも13 時 30 分～ 15 時 30 分まで

（1人 30 分～１時間程度）
◦予約先＝健康推進課保健指導係
　（☎２３・１３５２）

無
料
調
停
相
談
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福
岡
県
八
女
県
土
整
備
事
務
所

で
は
、
国
道
お
よ
び
県
道
を
安
心

し
て
通
行
で
き
る
よ
う
、
橋
梁
の

定
期
点
検
を
実
施
し
ま
す
。
定
期

点
検
は
近
接
目
視
に
よ
り
行
う
こ

と
が
基
本
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ

て
触
診
や
打
音
等
の
検
査
を
実
施

す
る
た
め
、
一
部
の
橋
梁
は
高
所
作

業
車
や
橋
梁
点
検
車
を
使
用
し
て

点
検
し
ま
す
。
点
検
中
は
片
側
交

互
通
行
等
規
制
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
調
査
期
間
＝
９
月
上
旬
～
12
月

下
旬
、
９
時
～
17
時

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
八
女
県
土
整

備
事
務
所
（
☎
２
２
・
６
９
８
６
）

　

次
の
と
お
り
利
用
者
の
会
（
事

前
登
録
必
要
）
を
実
施
し
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
10
月
利
用
者
の
会
＝
９
月
17
日

㈯⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

立
花
バ
ン
ブ
ー
株
式
会
社
で
は
、

伐
採
さ
れ
た
竹
の
買
い
取
り
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⃝
搬
入
の
方
法
＝
４
年
生
以
上
の

竹
（
若
竹
、
虫
食
い
不
可
・
直
径

５
㎝
以
上
）
を
長
さ
２ｍ
～
２
・
５

ｍ
に
玉
切
り
し
、
立
花
バ
ン
ブ
ー
株

式
会
社
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⃝
買
い
取
り
時
期
＝
随
時
買
い
取

り
中
（
日
曜
日
、
第
１・３
土
曜
日
、

国
民
の
祝
日
は
休
み
）

⃝
買
い
取
り
額
＝
１
㎏
当
た
り
５

円
（
内
１
円
は
立
花
バ
ン
ブ
ー
商

品
券
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
バ
ン
ブ
ー
株

式
会
社
（
立
花
町
兼
松
７
５
２
―

１
）　
☎
３
７
・
１
６
７
６

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

竹
の
買
い
取
り
に
つ
い
て

橋
梁
定
期
点
検
の
お
知
ら
せ

　

福
岡
県
で
は
、
食
べ
残
し

や
販
売
期
限
切
れ
な
ど
の
た
め

に
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ

る
「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
す
た

め
、
小
盛
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
商

品
の
ば
ら
売
り
な
ど
に
取
り
組

む
県
内
飲
食
店
等
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
登
録
店
は
、「
食
べ
も

の
余
ら
せ
ん
隊
」
と
し
て
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
紹

介
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
登
録
店

に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
等
（
右
図
）
を

配
付
し
ま
す
の
で
、「
ス
テ
ッ
カ
ー

等
の
掲
示
」、「
食
品
ロ
ス
削
減
へ

の
取
組
実
践
」、「
お
客
様
へ
の
Ｐ

Ｒ
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
対
象
店
舗
＝
福
岡
県
内
の
飲

食
店
、
宿
泊
施
設
、
食
料
品
小

売
店

⃝
登
録
要
件
＝
食
品
ロ
ス
削
減
へ

の
取
組
を
実
践
し
て
い
る
こ
と

⃝
取
組
例
＝

▽
来
店
者
の
希
望
に
応
じ
て
ご

飯
や
料
理
の
量
を
調
節
し
ま

す
！

▽
商
品
を
１
個
単
位
で
販
売
し

た
り
、
量
を
少
な
め
に
し
た
惣

菜
パ
ッ
ク
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
！

▽
食
材
を
使
い
切
る
レ
シ
ピ
を

掲
示
し
来
店
者
に
紹
介
し
て
い

ま
す
！

※ 

詳
し
く
は
、
福
岡
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
「
余
ら
せ
ん
隊
」
と

検
索
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
環
境

部
循
環
型
社
会
推
進
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８

１
／
N
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３

７
７
）

【 第 47 回ちっご祭り】◦日時＝9/23 ㈮ 18:00 ～ 21:00（前
夜祭）、24㈯9:00～20:00（本祭）◦場所＝市民の森公園（筑
後市若菜）◦問＝同実行委員会（☎ 0942・65・7024）

【第 26 回広川かすり祭り『かすり百花繚乱』】
◦日時＝ 9/17 ㈯・18 ㈰ 9:00 ～ 17:00◦場所＝広川町産
業展示会館◦問＝広川町観光協会（☎ 32・5555）

【かすりたまご歴史展】
◦日時＝ 9/17 ㈯・18 ㈰ 9:00 ～ 17:00 ◦場所＝ドンマ
ルク広川店◦問＝広川町観光協会（☎ 32・5555）

広川町

筑後市
イベント情報後筑 ちくごななこく七国

食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
む

飲
食
店
・
食
料
品
小
売
店
等

「
食
べ
も
の

余
ら
せ
ん
隊
」を

募
集
し
ま
す
！

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
、環
境
に
や
さ
し
い
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

健
康
増
進

普
及
月
間

　日本では平均寿命が延びている一方
で、健康寿命（健康で、認知症もしく
は寝たきりにならない状態で生活できる
期間）との差が問題となっています。こ
の「健康寿命」を延ばすために、運動
や食事、喫煙など日ごろの生活習慣を
見直し、健康づくりに取り組みましょう。
①適度な運動～今よりプラス10 分体を
動かしましょう。
②適切な食生活～いつもの食事にプラ
ス１皿の野菜を食べましょう。
③禁煙～たばこを吸うことは健康を損な
うだけでなく肌の美しさや若々しさを失
うことにもつながります。
④健診・検診の受診～定期的な受診で
自分の身体を知り、生活習慣を見直すこ
とで健康で楽しい毎日を送りましょう。

９
月

は

１
に
運
動
、
２
に
食
事 

し
っ
か
り
禁
煙
、

毎
年
の
健
診
～
健
康
寿
命
の
延
伸
～



広報やめ　2016.9.123

火災出火件数  2件 （15件）
救急出動件数 281件 （1,850件）
救急搬送人数 273人 （1,786人）

人身事故発生件数 44件 （275件）
傷　　者 62人 （375人）
死　　者 0人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 65,629 (-10)
男 30,893  (+2)
女 34,736  (-12)

世帯数 24,527  (+32)
　※（　）内は前月比

出生 37 人 死亡 64人
転入 124 人 転出 107人

◦国民健康保険税（3 期）
◦後期高齢者医療保険料（3 期）
◦介護保険料（3 期）
◦住宅使用料（9 月）　◦保育料（9 月）

▼ 7 月の交通事故の状況

▼ 7 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（7 月31日現在）

▼ 7 月の異動

納期限・口座振替日は9月30日㈮
※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

9月に
納める
もの

無料法律相談
◦ 9 月15日㈭ 、10 月6日㈭ ／ 相談13:00
　～ 16:00 ／場所・法務局八女支局（収
　入等一定額以下等の条件あり）※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 9 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 9 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 9 月 23 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3629
◦ 9 月16 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦9月8日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦9月20日㈫ 9:30 ～ 11:00
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦9月20日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦9月2日㈮13:00 ～16:00/社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦9月1日㈭ 13:30～16:00／社会福祉会館
◦9月13日㈫ 13:30～16:00／
　地域福祉センター（上陽）
◦9月7日㈬、21日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月5日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦9月16日㈮ 13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦9月9日㈮ 13:30 ～16:00/ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦9月7日㈬、21日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月7日㈬、21日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月14日㈬、28日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月14日㈬、28日㈬ 9:30 ～ 12:00

　 ／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦9月2日㈮ 13:00～15:00/八女商工会議所
定例税務相談会
◦9月12日㈪ 10:00～15:00/八女商工会議所
経営支援相談会
◦9月20日㈫13:30 ～ 16:30
　／八女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦9月20日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦9月8日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月9日㈮・20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月20日㈫ 10:00～12:00
　／かがやき（立花）
◦9月29日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜（休日の場合は翌日） 8:30～ 19:00／
火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月第2土曜日9:30
～ 16:00※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183

◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所
　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦9月20日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市消費
生活センター※予約  ☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
やめ女性ホットライン
◦平日10:00 ～17:00 ／☎092・513・7337
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法
　書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）　☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）☎24・8922
◦上陽地域包括（上陽支所内）☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）☎24・8212

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ



編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

静岡県吉田町
との特産品交流

㉞市長コラム
　

8
月
10
日
㈬
に
静
岡
県
吉
田
町
と
「
特
産
品
交
流
連
携
に
関
す
る
協

定
」
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。
吉
田
町
と
は
、
富
士
山
静
岡
空
港
の
開

港
を
契
機
に
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
物
産
展
参
加
や
行
政
課
題
等
に
つ
い
て
情

報
・
意
見
交
換
す
る
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
定
期
的
開
催
な
ど
、
交
流
・
連

携
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
▼
特
に
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の

折
に
は
、
田
村
町
長
自
ら
お
見
舞
い
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
緊
急
に

職
員
派
遣
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
昨
年

７
月
に
は
、
災
害
時
の
救
援
物
資
の
提
供
や
被
災
者
受
け
入
れ
、
職
員

派
遣
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
▼
今
回
の
協
定
は
、
両
市
町
の
特
産
品
を
活
用
し
て
持
続
的

な
交
流
の
発
展
を
目
指
す
も
の
で
、
内
容
に
は
①
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

返
礼
品
に
お
互
い
の
特
産
品
を
加
え
る
こ
と
②
両
市
町
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
で
の
特
産
品
販
売
促
進
③
お
互
い
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産

品
を
共
同
開
発
す
る
こ
と
の
３
点
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
特
産
品
の
相
互

提
供
は
十
分
な
供
給
が
で
き
る
か
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
数
点
ず
つ
を
選

び
、
年
末
ご
ろ
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。
▼
駿
河
湾
と
大
井
川
に
面
し

た
吉
田
町
に
は
、
う
な
ぎ
、
し
ら
す
な
ど
の
海
産
物
が
あ
り
、
ま
た
八
女

市
に
は
あ
ま
お
う
や
八
女
茶
等
の
農
産
物
や
地
酒
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お

互
い
の
特
産
品
を
補
完
し
合
う
こ
と
で
、
全
国
の
よ
り
多
く
の
方
々
に
両

市
町
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
吉
田
町
と
は
、
地
勢
状
況
や
産

業
構
造
な
ど
、
そ
の
特
徴
や
環
境

に
様
々
な
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
違
い
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
後
も

一
歩
踏
み
込
ん
だ
交
流
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
振
興
に
向
け
た
シ
ナ
ジ
ー

（
相
乗
）
効
果
を
発
揮
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

８月１０日に行った協定締結式

おたんじょうびおめでとう

1歳おめでとう！これから
も素敵な笑顔でみんなを
幸せにしてネ♡

いつも笑顔に癒やされてま
す。これからも元気にすく
すく育ってね！

☆祝１歳☆可愛い百花ちゃ
んの笑顔にキュンキュン♡
大好きよー♡♡♡

駿ちゃん１歳おめでとう♡
お兄ちゃんと仲良く元気に
育ってね！

お誕生日おめでとう♡暖麻
の笑顔が大好きです。

☆お誕生日おめでとう☆み
んなを笑顔にしてくれてあ
りがとう♡

皆を癒やしてくれるにこに
こ凛ちゃん♡元気に大きく
なってね！

祝1歳♡生まれてきてくれ
てありがとう！元気いっぱ
い大きくなぁれ♡

お兄ちゃん大好きな楓太く
ん♡いつも可愛い笑顔をあ
りがとう！！

祝1歳！結菜といると家族
みんな幸せよ♡健康で笑
顔で過ごそうね。

そうちゃんの笑顔にみんな
メロメロ♡元気いっぱい大
きくなぁれ♡

祝1歳♡おめでとう！！お姉
ちゃんと仲良し姉妹♡いつ
も笑顔の愛莉でね。

祝☆１歳！お誕生日おめで
とう！いっぱい食べて元気
に育ってね！

1歳のお誕生日おめでとう。
たくさん食べて大きくなぁ
れ♡

☆祝1歳☆大好きなお兄
ちゃんと笑顔いっぱい元気
に育ってね♡

1歳おめでとう♡お姉ちゃ
んと仲良く元気いっぱい
育ってね！

古賀 莉
り さ こ

紗子ちゃん

森 天
あ ま ね

音ちゃん

松﨑 百
も も か

花ちゃん

石橋 暖
は る ま

麻ちゃん

栗原 拓
た く と

大ちゃん

内藤 凛
り ん か

花ちゃん

月足 太
たいよう

陽ちゃん

中島 楓
ふ う た

太ちゃん

川口 結
ゆ う な

菜ちゃん 矢ヶ部 蒼
そ う た

大ちゃん

浦 愛
あ い り

莉ちゃん

髙山 幸
こ う た ろ う

太朗ちゃん

安徳 だりあちゃん

小川 優
ゆ う か

花ちゃん

北島 丈
じょうたろう

太郎ちゃん

Ｈ27年9月12日生（吉田）

Ｈ27年9月25日生（立花町）

Ｈ27年9月12日生（立花町）

Ｈ27年9月27日生（立野）

Ｈ27年9月2日生（矢部村）

Ｈ27年9月13日生（黒木町）

Ｈ27年9月3日生（立花町）

Ｈ27年9月14日生（上陽町）

Ｈ27年9月5日生（吉田） Ｈ27年9月7日生（蒲原）

Ｈ27年9月9日生（新庄）

Ｈ27年9月18日生（柳島）

Ｈ27年9月7日生（蒲原）

Ｈ27年9月11日生（蒲原）

Ｈ27年9月20日生（本町）

祝1歳☆優月の笑顔は皆
を笑顔にしてくれます。あ
りがとう！

押田 駿
しゅんき

希ちゃん

Ｈ27年9月27日生（龍ヶ原）

深谷 優
ゆ づ き

月ちゃん

Ｈ27年9月5日生（蒲原）

おてんば江茉ちゃん♪３人
兄妹仲良くお手てつないで
歩いてね！！

真鍋 江
え ま

茉ちゃん

Ｈ27年9月27日生（祈祷院）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝秘書広報課秘書広報係（☎23・1110）

　

▼
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
い
た

リ
オ
五
輪
。
9
月
7
日
か
ら
始

ま
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
安

達
阿
記
子
さ
ん
が
ゴ
ー
ル
ボ
ー

ル
の
連
覇
を
か
け
て
挑
ま
れ
ま

す
。
地
球
の
裏
側
か
ら
で
す
が

皆
で
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
た
い

も
の
で
す
ね
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
数
々
の

涙
、感
動
が
あ
り
ま
し
た
。
重
圧

と
戦
い
な
が
ら
も
最
後
ま
で
勝

負
を
諦
め
な
い
選
手
の
姿
に
勇

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。改
め
て
ス

ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を
感
じ
た
大

会
で
し
た
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
広
島
平
和
記
念
公
園
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
何
が
起

き
た
の
か
、
世
界
中
の
人
が
広

島
や
長
崎
を
訪
れ
て
71
年
前
に

思
い
を
馳
せ
て
も
ら
え
た
ら
と

感
じ
た
８
月
で
し
た
（
Ｋ
・
Ｓ
）
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